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〉日本山岳会事務販扱時間

月,火,木,土曜  10詩～20時

水,金曜      13時 ～20時

日曜・祭日は休み

〉図書室開室時間
日曜・祭日・月曜を除く毎日

13時～20時

昭
和
三
十
九
年
度

日
本

山

岳

会

通
常

総

会

の
案
で
、
質
疑
応
答
の
面
を
考
え
、
こ

れ
に
田
日
、
山
田
両
副
会
長
が
加
わ
っ

て
議
長
団
を
つ
く
り
議
事
に
当

っ
て
も

ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。

第

一
議
案
の
事
業
報
告

（関
係
資
料

は
こ
の
会
報
の
１０
ペ
ー
ジ

以
降

に
掲

載
）
は
総
務
担
当
の
大
倉
昌
身
常
務
理

事
が
逐

一
読
み
あ
げ
て
い
っ
た
。

事
業
報
告
の
質
疑
で
は
岩
登
り
講
習

会
の
行
な
わ
れ
た
小
川
山
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
近
年
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

ゲ
レ
ン
デ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
奥

秩
父
の
小
川
山
に
つ
い
て
大
倉
理
事
か

ら
説
明
が
あ
っ
た
。

収
支
決
算
お
よ
び
財
産
目
録
に
つ
い

て
は
財
務
担
当
の
西
村
政
晃
常
務
理
事

が
説
明
に
当

っ
た
。

全
般
に
い
え
る
の
は
、
収
入
が
予
算

を
上
回
り
、
支
出
が
予
算
を
下
回

っ
た

た
め
、
当
初
、
赤
字
予
算
を
組
ん
で
い

た
も
の
が
、
三
六
万
円
ほ
ど
の
黒
字
と

な
っ
た
。

そ
の
う
ち
収
入
の
増
加
の
顕
著
だ
っ

た
の
は
会
費
の
納
入
率
が
大
変
高
か
＼

カ
ン
チ
登
山
成
功
し
全
員
無
事
Ｂ
Ｃ

へ
下
山

＼

っ
た
た
め
で
、
当
初
、
入
会
者
を
二

〇
〇
名
と
見
込
ん
で
い
た
も
の
が

一
七

三
名
と
下
回
り
、
入
会
金
の
見
込
み
額

が
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を

補
う
こ
と
が
で
き
た
。
事
業
収
入
で
は

山
研
の
収
入
も
広
告
料
収
入
も
当
初
予

算
を
下
回

っ
た
。
寄
付
金
収
入
は
折
井

健

一
氏
の
遺
族
か
ら
の
も
の
で
、
カ
ン

チ
エ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
隊
の
預
り
金
は
支
出

の
方
で
も
出
て
い
る
の
で
備
忘
的
に
記

第

一
キ
ヤ
ン
プ
以
上
で
の
高
度
順
化

に
入
り
ま
し
た
。
只
野
の
ラ
ム
ゼ
ー

で
の
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
順
調
に
終
り
、
今
後

一
週

間
以
内
に
六

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
Ｃ

Ｉ
付
近
か
ら
の
テ
ス
ト
フ
ラ
イ
ト
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
候
も
今
の
と
こ
ろ
安
定
し
て
い

ま
す
が
、
気
圧
の
谷
と
峰
と
の
定
期

的
移
り
変
り
が
は
っ
き
り
し
始
め
、

降
雪
量
も
多
少
増
し
て
き
ま
し
た
。

グ
レ
ー
ト

・
シ
エ
ル
フ
ま
で
の
ル

ー
ト
は
い
か
に
も
長
大
で
、
流
石
に

カ
ン
チ
は
大
き
な
山
だ
と
い
う
の
が

実
感
で
す
が
、
四
月
後
半
か
ら
の
Ａ

Ｂ
Ｃ
以
上
で
の
行
動
に
備
え
て
い
よ

い
よ
気
を
引
き
じ
め
て
計
画
を
進
め

新
監
事
に
竹
田
寛
次
氏

昭
和
二
十
九
年
度
の
本
会

の
通
常
総
会
は
、
五
月
十
八

日

（金
）
午
後
六
時
よ
り
、

東
京
都
千
代
田
区
六
番
町
十

五
番
地
の
主
婦
会
館
に
お
い

て
、
委
任
状
に
よ
る
会
員

一

三
八
三
名
と
、
出
席
会
員

一

三
〇
名
の
合
計

一
五

一
三
名

に
よ
り
開
催
さ
れ
た

（定
款

第
二
十
三
条
に
よ
り
会
員
総

数
二
九
四
四
名
の
う
ち
三
分

の
一
以
上
が
総
会
に
加
わ
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
）
。

議
題
に
入
る
前
に
佐
々
会

長
か
ら
挨
拶

（次
号
掲
載
）

が
あ
っ
て
、
ひ
き
つ
づ
き
定

款
第
二
十
九
条
に
よ
り
佐
々

会
長
が
議
長
に
指
名
さ
れ
、

司
会
の
神
崎
忠
男
常
務
理
事

・
カ
ン
チ
通
信
・　
腸
６
（４
月
３
日
）

日
本
の
春
の
便
り
と
と
も
に
Ｂ
Ｃ

近
く
ま
で
出
か
け
て
頂
い
た
橋
本
総

隊
長
、
三
辺
隊
員
も
本
日
カ
ト
マ
ン

ズ
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
隊
の

行
動
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

隊
の
先
頭
は
標
高
七
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
、
い
わ
ゆ
る
グ
レ
ー
ト

ｏ
シ
エ

ル
フ
直
下
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
地
点

ま

で
進

み
、
現
在
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
建
設
の
た
め
の

荷
上
作
業
が
着
々
と
進
ん
で
ま
す
。

隊
の
ト
ツ
プ
で
ル
ー
ト
開
拓
に
あ

た
っ
て
き
た
重
広
、
賀
集
ら
は
予
定

通
リ
ラ
ム
ゼ
ー
で
の
体
養
に
入
り
ま

し
た
。

ま
た
後
発
隊
の
平
野
以
下
も
よ
う

や
く
Ｂ
Ｃ
入
り
し
、　
一
部
は
す
で
に

２３４
六
六
五
九

今
年
も
ま
た
上
高
地
山
研
で
逢
い
ま
ｔ
ょ
う
！

(1)
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載
さ
れ
て
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

支
出
の
方
で
は
運
営
管
理
費
が
予
算

よ
り
若
干
下
回
っ
て
い
る
が
、
給
料

・

手
当
と
会
議
費
が
そ
れ
ぞ
れ
ア
ル
バ
イ

ト
や
役
員
討
論
会
の
た
め
予
算
を
超
過

し
て
い
る
。
事
業
費
の
予
算
超
過
分
の

主
な
も
の
は
そ
の
他
事
業
費
で
、
内
訳

け
は
、
来
日
し
た
中
国
登
山
協
会
の
人

々
の
接
待
費
、
マ
ナ
ス
ル
の
映
画
会
、

カ
ン
チ
の
壮
行
会
に
要
し
た
費
用
で
あ

る
。ま

た
財
産
目
録
の
説
明
で
は
図
書
の

増
加
数
が
三
二
二
冊
な
ど
、
例
年
と
く

ら
べ
て
大
き
な
変
化
の
な
い
こ
と
と
、

借
入
金
は
四
年
後
の
一
月
に
は
全
額
返

済
と
な
る
、
と
い
っ
た
説
明
が
あ
っ
た
。

以
上
の
財
務
処
理
に
つ
い
て
、
小
倉

茂
暉
監
事
か
ら
は
、
四
月
六
日
に
松
田

雄

一
監
事
と
と
も
に
監
査
し
た
が
、
適

切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
と
、
監
査
報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
五
十
九
年
度
事
業
計
画
（案
）

と
予
算
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
理
事
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
が
、
特
に

財
務
担
当
の
西
村
理
事
か
ら
は
、
新
年

度
の
予
算
も
、
収
入
は
前
年
度
並
み
と

低
く
お
さ
え
、
収
支
は
多
少
赤
字
と
な

る
よ
う
な
、
前
年
度
ど
同
様
の
予
算
を

組
ん
だ
こ
と
、
し
た
が

っ
て
次
年
度
の

決
算
で
も
今
回
と
同
じ
に
、
い
く
ら
か

黒
字
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
話
が
あ

っ
た
。

第
二
議
案
で
は
今
年
度
で
任
期
満
了

と
な
る
小
倉
茂
暉
監
事
に
代
わ
っ
て
、

竹
田
寛
次
会
員

（会
員
番

号

四
五
九

六
）
が
満
場

一
致
で
新
幹
事
に
選
出
さ

れ
た
。

第
四
議
案
の
会
費
滞
納
に
よ
る
除
籍

対
象
者

（９
ペ
ー
ジ
参
照
）
は
全
部
で

八
六
名
で
あ
る
が
、
向
う

一
年
の
あ
い

だ
に
、
お
知
り
合
い
の
会
員
は
こ
れ
ら

会
員
に
接
触
し
、
除
籍
対
象
者
か
ら
は

ず
さ
れ
る
よ
う
骨
を
折

っ
て
も
ら
い
た

い
旨
、
議
長
よ
り
申
し
出
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
議
題
に
つ
い
て
は
若
年
層

の
会
員
を
増
や
す
件
に
つ
き
東
海
支
部

の
代
表
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
が
、
議
案

と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
活

発
な
意
見
の
交
換
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
す
べ
て
の
案
件
は
処
理
さ

れ
、
最
後
に
議
事
録
の
署
名
人
と
し
て

高
橋
聡
、
大
峰
芳
枝
の
二
会
員
を
指
名

し
て
総
会
を
終
え
た
。

な
お
こ
の
あ
と
、
総
会
に
出
席
し
た

各
支
部
の
代
表
の
紹
介
が

あ

っ
た
あ

と
、
八
十
周
年
行
事
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

山
田
二
郎
副
会
長
が
八
十
周
年
行
事

に
か
か
わ
る
寄
付
金
は
、
現
在
、
四
四

七
名
、
四
、
五
四
〇
、
○
○
○
円
が
集

ま
っ
た
と
報
告
し
、
協
力
さ
れ
た
会
員

へ
の
礼
状
は
即
刻
、
発
送
す
る
よ
う
準

備
中
で
あ
る
旨
を
述
べ
、
ひ
き
続
き
ほ

か
の
会
員

へ
の
協
力
も
呼
び
か
け
た
。

ま
た
関
連
行
事
の
カ
ン
チ
登
山
と
ボ

ゴ
ダ
峰
登
山
に
つ
い
て
は
宮
下
秀
樹
評

議
員
よ
り
説
明
が
あ
り
、
最
終
年
に
当

る
ボ
ゴ
ダ
峰
登
山
は
広
範
囲
の
登
山
を

計
画
し
て
い
る
の
で
ヽ
会
員
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

例
年
ど
う
り
の
懇
親
会
は
、
こ
の
あ

と
同
じ
場
所
で
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
員
は
グ
ラ
ス
を
傾
け
な
が
ら
歓
談
し

た
。

出
席
者

・
順
不
同
　
浜
野
正
男
、河
野
幾
雄
、

井
日
正
男
、
村
木
富
士
、
河
野
之
保
、
太
田

敬
、
片
岡
　
博
、
今
西
寿
雄
、
松
田
雄

一
、

田
口
二
郎
、
佐
藤

一
栄
、
岡
田
光
行
、
山
田

二
郎
、
中
村
純
二
、
西
沢
健

一
、
小
原
晴
子
、

中
川
　
武
、
沢
木
由
美
子
、
勝
田
房
治
、
鈴

木
郭
之
、
細
井
澄
子
、
石
田
要
久
、
生
田
日

彰
久
、
生
田
目
弥
栄
、
川
島
新
太
郎
、
進
藤

波
男
、
黒
石
　
恒
、
小
野
利
次
、渡
辺
兵
力
、

高
橋
　
聡
、
絹
川
祥
夫
、
望
月
達
夫
、
田
中

茂
夫
、
山
本
　
元
、
武
田
満
子
、
久
保
孝

一

郎
、
高
本
信
子
、
小
山
睦
子
、
小
原
勝
郎
、

松
丸
秀
夫
、
村
上
勝
太
郎
、
魚
本
定
良
、
佐

藤
テ
ル
、
榎
本
　
進
、
橋
本
　
清
、
高
遠

宏
、
山
口
道
弘
、
福
井
正
吉
、
小
倉
茂
暉
、

水
野
　
勉
、
吉
沢

一
郎
、
岸
田
権
二
、
細
川

沙
多
子
、
大
倉
昌
身
、
五
百
沢
智
也
、
大
塚

博
美
、
織
田
沢
美
知
子
、
中
村
あ
や
、
大
森

薫
雄
、　
西
村
政
晃
、　
平
井
吉
夫
、　
小
森
正

明
、
島
田
　
巽
、
藤
井
　
明
、
堀
田
弥

一
、

中
島
正
夫
、
野
口
秋
人
、
松
井
辰
弥
、
鴫
原

啓
佑
、
佐
々
保
雄
、
山
本
朋
三
郎
、
宮
下
秀

樹
、
中
世
古
隆
司
、
蒲
生
明
登
、板
橋
元

一
、

羽
田
栄
治
、
関
口
周
也
、
吉
武
正
子
、
小
林

太
刀
夫
、
川
森
左
智
子
、
木
下
是
雄
、
谷
口

現
吉
、
吉
田
　
宏
、
鈴
木
敏
雄
、岩
橋
崇
至
、

西
丸
震
哉
、
入
沢
郁
夫
、
広
羽
　
清
、
田
村

俊
介
、
岡
沢
祐
吉
、
宇
津
力
雄
、菅
原
広
男
、

大
峰
芳
枝
、
神
山
良
雄
、
神
崎
忠
男
、
藤
井

正
彦
、
名
須
川
　
浩
、
金
山
淳
二
、
藤
田
礼

子
、
千
葉
重
美
、
織
内
信
彦
、
大
越
陸
助
、

高
沢
英
雄
、
中
屋
健
式
、
梅
野
淑
子
、
北

博
正
、　
金
坂

一
郎
、　
小
倉
董
子
、
坂
本
正

智
、
松
家
　
晋
、
赤
松
功
也
、
長
嶋
正
浩
、

高
橋
　
詢
、
古
谷
聖
司
、
黒
川
　
恵

（記
事

・
岡
沢
祐
吉
／

写
真

・
松
家
　
晋
）

て
ゆ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
に
て

（鹿
野
勝
彦
）

・カ
ン
チ
通
信
・
腸
７
（４
月
１９
日
）

カ
ン
チ
エ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
登
山
も
い

よ
い
よ
後
半
に
入
り
、
天
候
も
二
月

と
は
異

っ
て
周
期
が
は
っ
き
り
し
、

悪
天
期
間
の
降
雪
量
は
増
え
ま
し
た

が
気
温
も
上
が
り
、
風
も
多
少
弱
ま

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

二
月
末
に
第
ニ
キ
ヤ
ン
プ

（前
進

ベ
ー
ス
）
予
定
地
七
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ま
で
ル
ー
ト
を
の
ば
し
た
あ
と
、

主
カ
メ
ン
バ
ー
が
休
養
に
下
っ
た
こ

と
も
あ

っ
て
計
画
の
進
行
は
一
時
停

滞
気
味
で
し
た
が
、
四
月
十
三
日
に

は
第
ニ
キ
ヤ
ン
プ
を
設
営
し
、
そ
の

後
、
南
峰
、
中
央
峰
各
ル
ー
ト
ヘ
の

ル
ー
ト
エ
作
を
開
始
し
ま
し
た
。

本
日
現
在
、
南
峰
ル
ー
ト
は
七
七

五
〇
メ
ー
ト
ル
、
中
央
峰
ル
ー
ト
は

七
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
ロ
ー
プ
を

の
ば
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
第
四

キ
ヤ
ン
プ
予
定
地
に
ほ
ぼ
到
達
し
た

形
で
す
。

主
峰
ル
ー
ト
は
七
六
〇
〇
メ
ー
ト

ル
付
近
ま
で
中
央
峰
ル
ー
ト
と
共
通

し
て
お
り
、
今
後
予
想
さ
れ
る
二
十

日
か
ら
の
悪
天
侯
が
あ
け
た
あ
と
、

独
自
の
ル
ー
ト
エ
作
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
っ
て

三
―
四
日
間
の
大
体
の
天
候
が
把
握

で
き
、
か
な
り
助
か
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
計
画
に
つ
い

て
は
第

一
キ
ヤ
ン
プ

（六

一
五
〇
メ

ー
ト
ル
）
か
ら
二
回
の
フ
ラ
イ
ト
を

終
了
し
て
お
り
、
特
に
二
回
目
は
練

習
用
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
ヵ
メ
ラ
、
ス

キ
ー
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
等
、
フ
ル
装

備
着
装
で
充
分
の
揚
力
を
得
た
点
が

大
き
な
成
果
で
し
た
。

残
さ
れ
た
日
時
は
あ
と
三
週
間
か

ら
四
週
間
で
す
が
、
全
力
を
尽
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
に
て

（鹿
野
勝
彦
）

・
カ
ン
チ
通
信
　
腸
８
（４
月
２９
日
）

早
い
も
の
で
カ
ン
チ
登
山
も
Ｂ
Ｃ

を
設
営
し
て

一
ヶ
月
半
、
そ
ろ
そ
ろ

最
終
段
階
に
入
っ
て
参
り
ま
し
た
。

前
進
ベ
ー
ス
、
グ
レ
ー
ト

・
シ
エ
ル

フ
上
の
七
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
四

本
の
ル
ー
ト
を
の
ば
す

わ
け

で
す

が
、
そ
の
う
ち
西
峰
（ヤ
ル
ン
カ
ン
）

を
除
く
南
峰
、
中
央
峰
と
主
峰
の
コ

ル
、
主
峰
と
西
峰
の
コ
ル
を
目
指
す

三
本
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
そ
れ
ぞ
れ
の
第
四
キ
ヤ
ン
プ
地
点

七
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
ま
で
の
ル

ー
ト
エ
作
は
完
了
し
、
若
干
の
荷
上

げ
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
こ
の
高
度
で
は
酸
素
な
し
の

行
動
だ
け
に
メ
ン
バ
ー
、
シ
エ
ル
パ

の
疲
労
は
は
な
は
だ
し
く
、
仲
々
机

上
の
計
画
通
り
に
は
す
す
ま
な
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
な
ん
と
か
五

月
二
日
頃
に
は
各
ル
ー
ト
の
第
四
キ

ヤ
ン
プ
を
建
設
し
、
十
日
前
後
ま
で

に
最
終
ア
タ
ッ
ク

（縦
走
）
の
態
勢

に
入
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
幸
い
に
天
候
は
相
変
ら
ず
安

定
し
て
お
り
、
特
に
こ
れ
ま
で
風
の

強
か
っ
た
前
進
ベ
ー
ス
以
上
で
お
だ

や
か
な
日
が
多
く
な
っ
て

い
る

の

(2)
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∧
シ

ン
ポ

ジ

ュ
ー

ム
∨

″ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

去
る
二
月
四
日
午
後
、
国
際
文
化
会

館
講
堂
に
お
い
て
日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会

ど
の
共
催
に
よ
り
、
表
題

の
テ
ー

マ

で
、
シ
ン
ポ
ジ

ユ
ー
ム
が
開
催
さ
れ
た

の
で
、
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
本
シ
ン

ポ
ジ

ユ
ー
ム
は
昨
年
十
二
月
上
旬
、
カ

ト
マ
ン
ズ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｄ

（山
岳
総
合
開
発
国
際
セ
ン

タ
ー
）
の
開
所
式
、
な
ら
び
に
第

一
回

の
シ
ン
ポ
ジ

ユ
ー
ム
に
出
席
さ
れ
た
、

川
喜
田
二
郎
、
沼
田
真
両
氏
の
帰
朝
報

告
を
兼
ね
て
、
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
自
然
環
境
の
破
壊
が
深
刻
な
問
題
と

な
り
は
じ
め
た
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
ネ

パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
関
係
あ
る
人
々

が
お
互
い
に
意
見
を
交
換
し
、
よ
り
理

解
を
深
め
た
い
と
の
趣
旨
の
も
と
開
か

れ
た
も
の
で
、
約

一
二
〇
名

が
出
席

し
、
盛
会
で
あ
っ
た
。

会
は
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、
Ｆ
Ａ

Ｏ
制
作
の
１６
皿
映
画

↓
ｒ
①
『
８
∞
〓
①

〓
ｏ
目
Ｓ
〓

（荒
廃
す
る
山
々
）
が
上
映

さ
れ
た
。
こ
の
映
画
は

一
九
七
六
年
に

制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
ネ
パ
ー
ル
の
森

林
の
減
少
す
る
模
様
、
そ
れ
に
よ
る
洪

水
被
害
、
こ
れ
に
対
す
る
対
策
が
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｓ

で
あ
る
と
か
、
ソ
ー
ラ
ー

・
シ
ス
テ
ム

の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
実
際

的

で
な

く
、
や
は
り
、
住
民
協
力
に
よ
る
植
林

荒
廃
を
ど
う
防
ぐ
か
〃

が
最
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い

た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
年
間
の
森
林
減

少
率
が
四

・
三
％
と
世
界
で
も

っ
と
も

は
げ
し
く
、
年
間
、
面
積
に
し
て
約
八

万
四
千
ｈａ

（東
京
都
の
面
積
二
一
万
五

千
六
百
ｈａ
の
約
四
割
に
相
当
）
の
森
林

が
消
滅
し
て
い
る
と
い
う
ネ
パ
ー
ル
の

森
林
破
壊
の
実
情
を
画
面
で
眼
の
あ
た

り
に
し
、
出
席
者

一
同
、
い
ま
さ
ら
な

が
ら
認
識
を
新
た
に
し
た
次
第

で
あ

る
。
こ
の
日
の
シ
ン
ポ
ジ

ユ
ー
ム
の
テ

ー
マ
の
説
明
と
し
て
、
こ
れ
以
上
の
も

の
は
な
か
っ
た
。

つ
い
で
、
パ
ネ
ル
・
メ
ン
バ
ー
の
講

師
が
席
に
つ
き
、
沼
田
真
氏

（本
会
会

員
、
千
葉
大
学
名
誉
教
授
）
よ
り
基
調

講
演
が
行
わ
れ
た
。

（当
初
の
予
定
演

者
、
安
岐
咬

一
氏
が
病
気
欠
席
の
た
め

急
拠
変
更
さ
れ
た
）

基
調
講
演
は
、　
一
九
七
五
年
の
ユ
ネ

ス
コ
の
　
男
・ｏ
∞
いｏ
●
”
】
】≦
ｏ̈ｏ
Ｌ
椰
ｍ
　
の
外側

告
に
も
と
づ
き
、　
エ
ネ
ス
コ
自
身
お
よ

び
マ
ブ
計
画
国
内
委
員
会
の
努
力
に
よ

っ
て
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
設
立
さ
れ
た
Ｉ

Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
発
足
の
経
緯
に
ふ
れ
た
あ

と
、
今
回
の
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
の
会
合
の

中
で
と
り
あ
げ
た
重
要
な
問
題
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。

０
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
森
林
破
壊
の
原
因
は
、

人
口
の
急
増
に
起
因
し
て
お
り
、
そ

の
対
策
と
し
て
は
、
環
境
教
育
の
実

施
、
自
然
お
よ
び
自
然
資
源

の
保

全
、

人
口
増
加
の
抑
制
、
自

然
植

生

ｏ
動
植
物
相
の
保
護
、
安
定
収
量

林
業
の
必
要
性
等
が
と
り
あ
げ
ら
れ

た
。

②
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
し
て
は
、
前
記

０
の
推
進
の
ほ
か
生
物
圏
保
護
地
域

の
提
唱
や

∽
鷹
ご
〓
＆

く
いの
こ

『
０
・

『①∽質
Ч
（安
定
収
量
林
業
）

に
み
ら

れ
る
よ
う
な
生
態
学
上
よ
い
水
準
を

維
持
し
な
が
ら
上
手
に
森
林
や
草
地

を
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
―
そ

の
た
め
に
は
応
用
研
究
だ
け
で
な
く

基
礎
研
究
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る

。

Ｏ
Ｈ二
①
ｍ
露
一＆

〓
ｏ
目
ご
〓
∪
①お
【ｏ
マ

日
のス

の
概
念
は
、
保
全
と
い
う
考

え
を
入
れ
た
上
手
な
開
発
の
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
が
Ｉ
Ｃ
ェ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
の
基

本
的
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
の
考
え

方
は
、
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ

ユ
ー
ム
の
テ

ー
マ
が
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
と
も

一
致

し
て
い
る
。

つ
い
で
川
喜
田
二
郎
氏
の
司
会
に
よ

り
討
論
の
部
に
う
つ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
パ
ネ
ラ
ー
の
意
見
を
簡
単
に
紹
介

し
て
み
た
い
。

（発
言
順
）

◎
渡
辺
桂
氏

（国
際
協
力
事
業
団
農
林

水
産
開
発
協
力
部
長
）

一
九
七
七
年
よ
り
三
年
間
、
国
連
の

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｃ
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
ス
タ
ツ
フ
と
し

て
、
ネ
パ
ー
ル
で

「住
民
林
業
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
指
導
さ
れ
た
貴
重
な

経
験
を
の
べ
ら
れ
、
途
上
国
の
林
業
振

で
、
な
ん
と
か
チ
ヤ
ン
ス
が
把
め
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
計
画
に
つ
い

て
も
テ
ス
ト
フ
ラ
イ
ト
や
フ
ラ
イ
ヤ

本
人
の
順
化
な
ど
順
調
に
ス
ケ
ジ

ュ

ー
ル
を
こ
な
し
て
い
ま
す
の
で
縦
走

に
先
ん
じ
て
最
終
フ
ラ
イ
ト
の
チ
ャ

ン
ス
を
把
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
　
Ｃ
Ｉ
に
て

（鹿
野
勝
彦
）

・
カ
ン
チ
通
信
　
ル
９

（５
月
２２
日
）

御
無
沙
汰
し
ま
し
た
。
日
本
で
は

そ
ろ
そ
ろ
入
梅
を
迎
え
る
頃
で
し
よ

う
か
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
も
モ
ン
ス
ー
ン

の
兆
し
が
し
の
び
よ
っ
て
ま
す
。

長
か
っ
た
私
達
の
登
山
も
よ
う
や

く
Ｂ
Ｃ
以
上
で
の
行
動
に
ピ
リ
オ
ド

を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
百
％
目
的
を
達
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
不

完
全
な
が
ら
カ
ン
チ
エ
ン
ジ

ユ
ン
ガ

興
に
は
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
住
民

参
加
の
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強

調
さ
れ
た
。

◎
Ｄ

・
Ｂ

・
ビ
ス
タ
博
士

（ト
リ
ブ
バ

ン
大
学
教
授
）

林
業
の
実
態
調
査
な
ど
を
行
う
に
あ

た
っ
て
は
文
化
人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
か
ら
の
文

化
人
類
学
の
仕
事
は
、
過
去
の
こ
と
を

研
究
す
る
の
で
は
な
く
、
毎
日
ぶ
つ
か

っ
て
い
る
問
題
を
ど
う
解
決
し
て
い
く

南
峰
、
中
央
峰
、
主
峰

（即
ち
西
峰

を
除
く
三
つ
の
ピ
ー
ク
）
の
縦
走
、

登
頂
を
な
し
と
げ
、
標
高
七
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
地
点
か
ら
の
ハ
ン
グ
グ
ラ

イ
ダ
ー
飛
行
を
も
成
功
さ
せ
、
本
日

全
員
無
事
Ｂ
Ｃ

へ
下
山
し
ま
し
た
。

行
動
経
過
の
詳
細
は
追

っ
て
別
の

形
で
お
届
け
し
ま
す
が
、
取
り
敢
え

ず
こ
の
計
画
を
ご
支
援
い
た
だ
い
た

皆
様
に
、
心
か
ら
御
礼
致
し
、
こ
の

こ
と
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
５
月
２５
日
頃
ま
で
に
Ｂ
Ｃ
を

撤
収
し
、
二
、
三
班
に
分
か
れ
て
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
、
イ
ラ
ム
、
ビ
ラ

ト
ナ
ガ
ル
経
由
６
月
５
日
頃
ま
で
に

カ
ト
マ
ン
ズ
に
帰
着
の
予
定
で
す
。

最
後
ま
で
気
を
ひ
き
し
め
て
行
動

い
た
す
所
存
で
す
。
時
節
が
ら
ど
う

か
皆
様
方
に
も
ご
自
愛
下
さ
い
ま
す

よ
う
。
　
　
　
　
　
（鹿
野
勝
彦
）

か
と
い
う
こ
と
を
研
究
し
教
育
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

◎
佐
々
保
雄
氏

（本
会
会
長
）

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
自
身
が
使
用
す
る

マ
キ
の
量
は
た
い
し
た
こ
と

は
な

い

が
、
ポ
ー
タ
ー
の
消
費
す
る
マ
キ
が
問

題
。日

本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
も
こ
れ
か

ら
は
た
だ
登
る
だ
け
で
な
く
、
地
元
の

住
民
に
何
か
お
か
え
し
を
す
る
こ
と
が

必
要
。

，
ハ
ｔ
ｅ
ん
り
４
ダ
ミ
ほ
嬌
〕ち
厖
Ｗ
ソ
フ

↓
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ラ
ン
ド
サ

ツ
ト
衛
星
の
写
真
で
森
林

破
壊
の
現
状
把
握
が
で
き
る
の
で
、
こ

の
利
用
を
提
唱
し
た
い
。

◎
三
島
昭
男
氏

（朝
日
新
聞
社
環
境
担

当
編
集
委
員
）

森
林
浴
の
で
き
る
日
本
は
楽
園
で
あ

る
。
し
か
し
私
た
ち
日
本
の
森
林
は
、

日
本
が
途
上
国
か
ら
パ
ル
プ
や
木
材
を

持

っ
て
く
る
こ
と
で
緑

を
保

っ
て

い

る
。
途
上
国
の
資
源
の
犠
牲
の
上
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
、
地
球
家
族
の
一
員

と
し
て
途
上
国
の
人
達
に
手
を
差
し
の

べ
る
必
要
が
あ
り
、

「緑
の
地
球
防
衛

基
金
」
を
設
立
し
た
。
今
後
は

「緑
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
」
を
制
定
す
る
た
め
の
努

力
を
し
た
い
。

◎
中
根

一
郎
氏

（緑
の
地
球
防
衛
基
金

事
務
局
長
）

緑
の
地
球
防
衛
基
金
と
し
て
は
、
①

林
業
の
現
状
把
握
…
登
山
隊
や
ト
レ
ツ

カ
ー
か
ら
の
情
報
を
期
待
　
②
調
査

・

研
究
、
調
査

・
開
発
に
助
成
　
③
行
動

実
施
…
ネ
パ
ー
ル
の
学
校
林
用
苗
畑
造

成
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る

こ
と
を
考
え
て
お
り
、
ネ
パ
ー
ル
の
林

業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
パ
ン
チ

ャ
ッ
ト
保
護
林
の
う
ち
、
優
秀
な
も
の

を
表
彰
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

◎
沼
田
　
真
氏

ネ
パ
ー
ル
で
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
か
ね
て

″草
地
診
断

法
″
を
開
発
し
て
、
状
態
を
診
断
し
、

放
牧
頭
数
や
期
間
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
い
。

◎
川
喜
田
二
郎
氏

こ
の
よ
う
な
会
合
は
集
る
だ
け
で
も
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意
義
が
あ
る
。
林
業
開
発
な
ど
の
場
合

に
は
ま
ず
実
体
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
住
民
、
こ
れ
に
か
か
わ

る
役

人
、
林
業
の
専
門
家
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
実
態
調
査
を
行
い
、
共
通
認
識

に
立
つ
必
要
が
あ
り
、
そ
の
上
で
そ
れ

に
最
も
適
し
た
技
術
、　
い
わ

ゆ

る
、

＞
０
「
ｏ
「
〓
ｏ
↓
８
Ｆ
ｏ
【ｏ
曙

（適
正
技

術
）
で
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

強
調
し
た
い
。
充
分
に
時
間
が
な
く
て

意
を
つ
く
せ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い

が
、
今
日
、
出
席
の
皆
様
が
共
通
の
問

題
意
識
を
も

っ
た
だ
け
で
も
意
義
が
あ

っ
た
と
思
う
と
結
ば
れ
た
。

最
後
に
本
会
前
会
長
の
西
堀
栄
二
郎

氏
が
閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
た
が
、

そ
の
中
に
、
途
上
国
の
国
々
に
対
す
る

援
助
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
国
の
人
々

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
る
わ

け
で
、
決
し
て
押
し
つ
け
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
り
、
干
渉
し
た
り
し
て
は

な
ら
な
い
。
彼
ら
に
本
当

に
樹

を
愛

し
、
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
気
持
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
が
、　
一

番
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
で
渡

辺
氏
の
住
民
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話

は
、
さ
す
が
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
専
門
家
だ

け
あ
る
と
感
心
し
た
次
第
で
あ
る
。
ど

ん
な
人
達
で
も
、
み
ず
か
ら
や
る
気
に

な
れ
ば
、
そ
こ
に
創
造
性
も
生
れ
て
く

る
し
、
自
分
の
考
え
た
こ
ど
で
あ
れ
ば

必
ず
や
り
と
げ
う
る
と
思
う
。
今
日
世

界
に
冠
た
る
品
質
を
誇
る
日
本
の
工
業

製
品
、
そ
の
蔭
に
あ
る
日
本
の
Ｑ
Ｃ
の

話
を
例
に
あ
げ
、
今
後
の
ネ
パ
ー
ル
に

海
外
の
幽

ブ

ー

タ

ン

事

情

秘
境
と
さ
れ
て
い
た
ブ
ー
タ
ン
山
域
で
の
登
山
活
動
が

黎
明
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
同
国
の
登
山
規
則
が

発
表
さ
れ
た
昨
年
は
、
田
部
井
淳
子
さ
ん
の
女
性
隊
が
同

国
西
部
の
五
千
メ
ー
ト
ル
峰
に
初
登
頂
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
ジ
チ
ュ
・
ダ
ゲ

（旨
ｏｒ
口
∪
”
∞
の
七
〇
二
〇
メ
ー
ト

ル
）
か
ら
の
転
進
で
あ
っ
た
。
ジ
チ
ュ
・
ダ
ゲ
峰
に
は
、

そ
の
後
、
オ
ー
ス
ト
ア
隊
が
登
頂
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
た
が
、
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
同
国
政
府
提
出
の

報
告
書
は
な
く
、
今
春
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
隊

（八
木

原
囲
明
隊
長
）
が
登
頂
を
果
た
し
、
七
月
に
は
東
京
都
北

部
勤
労
者
山
岳
連
盟
隊

（小
官
昌
平
隊
長
）
の
、
ナ
ム
シ

ユ
フ
（Ｚ
”
日
∽〓

Ｆ
”
六
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
∧
？
∨
）
登
山

が
あ
り
、
ま
た
日
本
か
ら
の
カ
ン
・
ブ
の
計
画
も
あ
る
な

ど
、
少
な
く
な

っ
た
ネ
パ
ー
ル
登
山
と
は
逆
に
、
同
国

ヘ

の
ラ
ッ
シ
ュ
が
実
現
す
る
気
配
だ
。

東
西
三
二
〇
キ
ロ、
南
北

一
四
〇
キ

ロと
、
九
州
よ
り
や
や

大
き
く
、
人
口
百
二
十
万
人
の
ブ
ー
タ
ン
。　
チ
ベ
ッ
ト

（中
国
）
、
イ
ン
ド

（昔
は
イ
ギ
リ
ス
）
の
大
国
の
は
ざ
ま

に
あ

っ
て
、
か
つ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
の
火
種
を
か
も

し
た
が
、
中
国
が
チ
ベ
ツ
ト
を
支
配
し
た

一
九
五
〇
年
か

ら
、
国
境
周
辺
を
固
め
る
中
国
側
に
対
し
て
、
同
国
は
イ

ン
ド
と
の
関
係
を
深
め
て
い
る
。
イ
ン
ド
自
体
、
さ
し
ず

め
電
力
用
水
源
を
ネ
パ
■
ル
に
求
め
る
の
と
同
様
、
ブ
ー

タ
ン
か
ら
の
水
源
を
利
用
し
た
発
電
機
能
を

こ
こ
に
求

め
、
道
路
開
発
を
手
始
め
に
政
治
的
友
好
、
協
力
を
計

っ

て
い
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
王
制
時
代
な
が
ら
近
代
化

の
足
音
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

登
山
の
取
り
扱
い
も
、
最
近
、
逓
信
観
光
省
か
ら

「ブ

ー
タ
ン
観
光
公
社
」
に
移

っ
て
、
半
官
半
民
の
組
織
体
と

し
た
と
こ
ろ
は
、
政
府
の
登
山
観
光
事
業

へ
の
取
り
組
み

の
姿
勢
の
一
端
を
う
か
が
わ
せ
る
。

登
山
規
約
に
よ
る
と
、
ま
ず
六

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
未
満

の
山
は
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

・
ピ
ー
ク
と
し
て
入
山
料
は
取
ら

な
い
。
六

一
〇
〇
―
六
五
〇
〇
の
未
踏
峰
が
千
五
百
ド
ル

（既
登
の
ピ
ー
ク
は
千
ド
ル
）
、
六
五
〇

一
―
七
三
〇
〇
は

三
千
ド
ル

（
二
千
ド
ル
）
、　
七
三
〇

一
以
上
は
五
千
ド
ル

（三
千
ド
ル
）
と
な

っ
て
い
る
。

登
山
シ
ー
ズ
ン
は
二
月
か
ら
六
月
と
、
八
月
か
ら
十
二

月
の
二
期
に
分
か
れ
る
が
、
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
の
少
な

い
同
国
山
域
で
は
、
登
山
活
動
は
年
中
無
休
。
ま
た
ト
レ

ツ
キ
ン
グ
で
は
、　
一
人
、　
一
日
八
十
五
ド
ル
か
ら
百
ド
ル

（滞
在
日
数
に
よ
る
）
の
入
国
料
金
が
徴
集
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
ホ
テ
ル
代
、
食
料

（米
が
主
体
）
、
ポ
ー
タ
ー
代

ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
登
山
の
場
合
は
ア
プ

ロ
ー
チ
の
期

間
、
こ
れ
に
準
ず
る
代
金
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
遭
難
救
助
に
備
え
て
、　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救

助
施
設
に
三
千
ド
ル
の
保
証
金
を
納
入
す
る
こ
と
が
う
た

わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
要
請
の
な
い
場

合
は
、
そ
の
予
納
金
は
返
済
さ
れ
る
な
ど
、
イ
ン
ド
側
の

テ
コ
入
れ
で
ぬ
か
り
な
い
登
山
規
約
が
作
ら
れ
て
い
る
。

高
所
ポ
ー
タ
ー
、
ガ
イ
ド
は
皆
無
。
し
た
が

っ
て
入
山

各
隊
に
よ
っ
て
順
次
養
成
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
都
労

山
の
場
合
は
、
六
月
の
偵
察
行
で
五
人
の
現
地
人
の
訓
練

を
適
時
行
な
い
、
七
月
の
本
隊
で
は
、
そ
の
な
か
か
ら
二

人
の
有
能
な
ポ
ー
タ
ー
を
隊
に
組
み
入
れ
、
日
本
、
ブ
ー

タ
ン
合
同
の
形
式
を
取
る
と
い
う
。
こ
の
な
か
に
は
、
来

日
経
験
の
あ
る
も
の
、
ま
た
田
部
井
隊
に
同
行
し
て
、
五

千
メ
ー
ト
ル
の
登
頂
を
果
た
し
た
も
の
も
い
る
。

（片
山
全
平
）

お

知

ら

せ

カ
ン
チ
登
山
隊
報
告
会
は
７
月
３０
日

（月
）、
市
ヶ

谷
の
自
治
労
会
館
で
、

１８
時
３０
分
よ
り
開
催
。

(4)
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対
す
る
援
助
の
姿
勢
は

「求
め
よ
さ
ら

ば
与
え
ら
れ
ん
」
と
い
う
気
持
で
や
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
お
話
が

あ

り
、
多
く
の
参
会
者
の
共
感
を
得
て
、

会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

〔出
席
者
〕

合
計

一
二
一
名
。
本
会

会
員
の
出
席
者
次
の
通
り
。

遠
藤
光
男
、
岡
沢
修

一
、
大
森
弘

一

郎
、
川
喜
田
二
郎
、
神
原
　
達
、
片
岡

博
、
黒
石
　
恒
、
向
後
元
彦
、
斉
藤
か

つ
ら
、
斉
藤
健
治
、
佐
々
保
雄
、
三
枝

礼
子
、
沢
井
政
伸
、
高
橋
定
昌
、
田
口

二
郎
、
高
遠
　
宏
、
武
田
満
子
、
千
葉

重
美
、
鳥
海
昭
二
郎
、
中
村
純
二
・
あ

や
、
西
村
政
晃
、
西
堀
栄
三
郎
、
沼
田

真
、
沼
倉
寛
二
郎
、
堀
川
　
清
、
松
沢

憲
夫
、
松
田
雄

一
、
宮
原
　
魏
、
山
本

良
三
、
渡
辺
正
臣
　
以
上
三
十

一
名

（松
田
雄

一
）

第
二
十

一
回

『
こ
　
の
　
一

八
、
名
山
図
譜

全

三

巻

谷
　
文
晃

前
回

（
一
九
八
二
年
）
に
は

「
日
本

名
山
図
会
」
の
初
刷
本
を
展
観
し
た
の

で
、
今
回
は
同
時
代
に
流
布
し
た
と
思

わ
れ
る

「名
山
図
譜
」
の
後
刷
本
を
展

示
す
る
。

こ
の
二
種
の
本
は
全
く
同
じ
内
容
の

も
の
で
山
岳
画
図
が
九
十
図

（八
十
九

座
）
、
柴
邦
彦
等
二
人
の
序
文

と
著
者

の
自
序
、
そ
し
て
巻
末
に
は
増
訂
二
図

に
関
す
る
覚
書
と
川
村
元
善
の
跛
文
と

か
ら
な
る
三
冊
本
で
あ
る
。
た
だ

「名

山
図
譜
」
の
場
合
表
紙
題
突
に
は
標
題

の
み
を
記
載
し
、
天

・
地

。
人
の
区
別

は
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
本
は
、
前
記
覚
書
の
期
日
が
文

本

展
』
よ

り

（２
）

化
四
年
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

今
日
ま
で
伝
わ
る

「
日
本
名
山
図
会
」

の
タ
イ
プ
の
元
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、

奥
付
を
付
し
て
市
販
し
た
と
い
う
も
の

で
は
な
い
か
ら
確
定
的
な
こ
と
は
い
え

な
い
。
た
だ
、
文
化
四
年
を
境
と
し
て

八
十
八
図
構
成
の
も
の
と
、
九
十
図
構

成
の
も
の
と
が
あ
る
こ
と
だ
け
は
認
め

て
も
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て

も
何
故
、
岩
手
山
だ
け
を
訂
正
し
玉
東

山

下
座
を
追
加
し
た
の
か
、
こ
の
覚
書

だ
け
で
は
納
得
で
き
な
い
も

の
が

あ

る
。
加
う
る
に
元
の
図
を
そ
の
ま
ま
残

し
訂
正
図
を
無
雑
作
に
後
に
く

っ
つ
け

た
と
い
う
、
荒

っ
ぽ
い
編
集
ぶ
り
に
は

全
く
お
ど
ろ
か
さ
れ
て
し
ま
う
。
に
も

一

か
か
わ
ら
ず
こ
の
本
が
ヒ
ッ
ト
し
て
版

一

を
重
ね
、
著
者
の
周
辺
で
急
速
に
普
及

一

し
た
と
い
う
の
は
、
山
岳
画
集
と
い
う

一

特
種
な
性
格
に
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
当

時
、
流
行
の
名
所
図
会
的
な
パ
タ
ー
ン

ペ
ン
の
岩
場

へ
と
で
か
け
る
そ
う
だ
。

そ
れ
に
こ
の
外
部
の
者
の
目
に
ふ
れ
に

く
い
地
域
に
あ
る
ス
ル
ス
湖
や
、
そ
の

そ
ば
に
あ
り
出
発
点
に
も
な

っ
て
い
る

ロ
ー
プ
ホ
ル
ン
ヒ
ユ
ツ
テ
は
、
都
会
の

雑
踏
か
ら
離
れ
た
安
息
の
場
所
で
も
あ

る
。同

じ
よ
う
に
、
ズ
イ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

に
あ
る
ヘ
ミ
フ
ル
ー
も
ホ
ッ
ハ
・
ア
ル

ペ
ン
に
は
な
い
岩
登
り
用
の
山
で
、
こ

の
十
月
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
支
部
の
月
例
山
行
日

的
地
と
な

っ
た

ヘ
ミ
フ
ル
ー
ヘ
は
、
著

者
の
グ

ロ
ツ
セ
ン
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

参
加
す
る
そ
う
で
あ
る
。

一
九
八
三
年
七
月

一
日
　
山
と
渓
谷

社
発
行
　
二
五
六
ペ
ー
ジ
　
定
価
六

五
〇
〇
円
　
　
　
　
（岡
沢
祐
吉
）

神
　
室
　
岳

―
そ
の
山
名
と

登
山
史
覚
え
書
―

深
野
稔
生

著

ま
ず
神
室
岳
と
い
う
至

っ
て
地
味

な
、
知
名
度
の
低
い
山
域
を
克
明
に
研

究
さ
れ
た
労
に
対
し
敬
意

を
表

し
た

い
。
丹
念
な
文
献
渉
猟
と
、
そ
れ
ら
を

駆
使
し
て
の
考
証
は
、
登
る
以
上
に
労

多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

副
題
か
ら
得
る
印
象
は
少

々
堅

い

が
、
読
み
始
め
て
み
る
と
す
ら
す
ら
と

淀
み
な
く
読
み
進
ん
だ
。
そ
の
理
由
は

明
快
な
文
章
と
同
時
に
本
文
と
関
連
す

る
写
真
、
図
、
註
を
同

一
ペ
ー
ジ
の
下

段
に
巧
み
に
配
置
し
て
、
文
章
の
内
容

を
理
解
し
易
く
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

ベ
ル
ナ
ｌ

ｏ

オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ト

ー
特
選

一
〇
〇
コ
ー
ス
ー

Ｈ

・
グ

ロ
ツ
セ
ン

著

‐‐‐‐‐‐

近

藤

　

　

等

訳

‐‐‐‐‐

こ
の
本
は
ガ
ス
ト
ン
・
レ
ビ

ユ
フ
ア

が
監
修
し
て
い
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア

ル
プ
ス
特
選

一
〇
〇
コ
ー
ス
シ
リ
ー
ズ

の

一
冊
で
あ
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
出

版
さ
れ
て
い
る
も
の
に
共
通

す

る

の

は
、
写
真
集
と
し
て
も
通
用
す
る
カ
ラ

ー
写
真
が
各
所
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
上
質

紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
ど
れ
も
が
各
山
域
ご
と
の

ヴ
ェ
テ
ラ
ン
に
よ
リ
コ
ー
ス
が
選
択
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
つ
て
、
外
部
の
者

に
は
な
か
な
か
み
つ
け
ら
れ
な
い
楽
し

い
コ
ー
ス
が
入

っ
て
い
る
こ
と
だ
。

こ
の
本
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
例

え
ば
前
山
の
一
つ
と
い
え
る
ロ
ー
プ

ヘ

ル
ナ
ー
が
そ
れ
で
、
地
元
の
者
は
こ
の

岩
場
で
練
習
し
て
か
ら
ホ
ツ
ハ
・
ア
ル

|‖ ‖‖1‖ ‖‖‖‖‖|‖ ‖‖‖‖‖‖‖

‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖

輻 鯰

鼈 し

本
書
は
、
全
体
を
山
名
考
、
ル
ー
ト

概
要
、
登
山
小
史
の
二
部
に
分
け
て
い

る
。Ｉ

の
山
名
考
で
は
、
神
室
岳
の
語
源

探
索
に
は
じ
ま
り
、
つ
い
で
奥
羽
観
蹟

聞
老
志

（お
お
う
か
ん
せ
き
も
ん
ろ
う

し
）
ほ
か
七
編
の
古
文
書
に
よ
り
山
名

変
遷
の
跡
を
辿
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

前
述
の
よ
う
に
、　
一
つ
の
古
文
書
ご
と

に
山
名
を
記
し
た
概
念
図
が
添
え
ら
れ

て
お
り
、　
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

Ｉ
の
ル
ー
ト
概
要
は
、　
一
般
尾
根

コ

ー
ス
と
バ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
を
、

こ
れ
も
概
念
図
と
写
真
を
添
え
て
紹
介

し
、
さ
ら
に
積
雪
期
に
つ
い
て
も
論
及

し
た
立
派
な
ガ
イ
ド
に
な

っ
て
い
る
。

Ⅲ
の
登
山
小
史
に
は
全
ペ
ー
ジ
の
六

割
が
当
て
ら
れ
、
本
書
の
中
心
を
な
し

て
い
る
。

著
者
は
、
木
暮
理
太
郎
が
第
二
高
等

学
校

（明
治
二
十
九
年
入
学
）
在
学
中

に
お
こ
な

っ
た
山
岳
旅
行
を
も

っ
て
、

「東
北
に
お
け
る
近
代
登
山
の
嗜
矢
」

と
位
置
づ
け
、
ま
ず
蔵
王
山
域

へ
の
沼

井
鉄
太
郎
と
山
形
高
校
山
岳
部
の
足
跡

を
紹
介
し
て
か
ら
主
題
の
神
室
岳
に
入

り
、
大
正
十
五
年
二
月
の
山
形
高
校
の

厳
冬
期
初
登
頂
に
は
じ
ま
る
戦
前
の
学

校
山
岳
部

（山
高
、
三
高
、東
北
帝
大
）

の
足
跡
を
紹
介
し
て
い
る
。

つ
い
で
、
戦
後
の
仙
台
山
岳
会
の
誕

生
。
昭
和
二
十
年
代
の
大
橋
克
己
、
桜

井
保
男
ら
の
残
雪
期
南
沢

か
ら

の
登

頂
。
昭
和
三
十
年
代
に
入

っ
て
は
柴
崎

徹
ら
仙
台

一
高
の
傾
倒
振
り
。
四
十
年

代
以
降
の
東
北
大
学
氏
家
治
ら
に
よ
る

(5)
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に
も
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
本
が

「
日
本
名
山
図
会
」
と
改

名
さ
れ
て
文
化

九
年

（
一
八

一
二
）
、

先
づ
江
戸
の
須
原
屋
か
ら
市
販
さ
れ
る

や
た
ち
ま
ち
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、

京
都
や
大
阪
で
も
売
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
本
の
サ
イ
ズ
も
名
所
図
会
な
ど
に

似
せ
て
や
や
小
形
と
し
た
。

こ
こ
に
展
示
の

「名
山
図
譜
」
も
そ

の
小
形
本
に
似
た
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
紙

質
の
低
下
等
か
ら
判
断
し
て
松
柏
堂
版

「名
山
図
譜
」
と
千
鐘
房
版

「
日
本
名

山
図
会
」
は
、
暫
く
平
行
し
て
流
布
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

神
原
　
忠
夫

九
、
自
　
鳳

創

刊

号
白
鳳
会
編

『小
島
鳥
水
全
集
』
（全
十
四
巻

・
別

巻

一
）
の
編
集
に
従
事
し
て
い
て
、
初

出
文
の
割
出
し
と
校
訂
作
業
、
単
行
書

未
収
録
文
の
発
掘
に
か
な
り
の
時
間
を

と
ら
れ
て
い
る
。
最
近
で
は

「横
浜
貿

易
新
報
」
に

「
日
本

ア

ル
プ

ス
』
や

『浮
世
絵
と
風
景
画
』
の
初
出
文
が
多

々
あ
る
の
を
確
認
し
て
お
ど

ろ

い
た

が
、

『白
鳳
』
創
刊
号

（昭
和
八
年
十

二
月
）
の
巻
頭
に
、
烏
水
の

「山
岳
会

の
仕
事
は
創
作
に
在
る
」
の
あ
る
こ
と

を
、
山
村
正
光
氏
を
経
由
し
て
山
寺
仁

太
郎
氏
か
ら
教
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
第

十

一
巻
の
校
了
寸
前
に
ま
に
あ
っ
て
、

組
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
目
次
の
題

名
表
記
に

「創
作
に
あ
り
」
と
あ
る
の

だ
が
、
本
文
表
記
の

「在
る
」
を
採

っ

た
の
は
、
日
次
を
誤
植
と
判
断
し
た
た

め
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
小
島
隼
太
郎
氏
か
ら
は
、

「娑
婆
」
第

一
巻
第
五
号

（昭
和
四
年

十
月
）
に

「扇
頭
小
景
」
と
題
す
る
重

要
な
エ
ッ
セ
イ
の
あ
る
こ
と
を
教
え
ら

れ
た
。
該
当
巻
に
ま
に
あ
わ
な
か
っ
た

の
で
、
お
そ
ら
く
の
ち
に
補
遺
と
し
て

採
録
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

『烏

水
全
集
』
は
三
度
、
三
度
と
出
せ
る
も

の
で
は
な
い
と
お
も
う
の
で
、
こ
の
時

期
に
た
と
え
断
簡
零
墨
な
り
と
も
蒐
め

て
お
き
た
い
。
日
本
山
岳
会
諸
賢
の
御

協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

近
藤
　
信
行

（以
下
次
号
）

東

西

南

レ
Ｌ

コ
イ

箱
根
の
自
然
と

鎌
倉
古
道
を
歩
く

―
四
月
の
会
員
懇
談
会
よ
り
―

毎
月
十
五
日
に
ル
ー
ム
で
開
か
れ
て

い
る
会
員
懇
談
会
は
、
四
月
が
た
ま
た

東
稜
の
積
雪
期

一
番
乗
り
を
述
べ
、
さ

ら
に
著
者
ら
に
よ
る
東
南
壁
初
登
攀
を

も

っ
て
締
め
括

っ
て
い
る
。

そ
の
記
述
は
明
快
か
つ
臨
場
感
に
溢

れ
て
い
る
。
著
者
は

″
お
わ
り
に
″
の

中
で
、「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
山
行
を
ド
ラ

マ
仕
立
て
に
し
な
か
っ
た
か
の
危
惧
」

「私
見
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク

の
落

し

穴
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
歴
史

を
記
述
す
る
上
で
避
け
切
れ
な
い
要
素

で
あ
り
、
む
し
ろ
読
ま
せ
る
要
素
と
も

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
著

者
の
神
室
岳
に
対
す
る
傾
例
の
現
れ
と

解
し
た
い
。

本
書
は
神
室
岳
の
研
究
書
で
あ
る
と

同
時
に
、
私
の
読
後
感
か
ら
す
る
と
神

室
岳
に
関
す
る
啓
発
書
で
も
あ
る
。
早

速
関
係
地
図

（
二
万
五
千
作
並
、山
寺
、

笹
谷
峠
、
今
宿
）
を
求
め
て
山
名
、
沢

名
を
記
入
し
、
い
つ
で
も
行
け
る
準
備

を
し
た
。
因
に
同
地
図
上
に
当
該
山
域

で
山
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
神
室
岳

と
三
方
倉
山
、
沢
は
仙
人
沢
の
み
で
あ

る
。近

年
、
新
聞
の
読
書
欄
に
、
注
目
さ

れ
る
地
方
出
版
物
の
紹
介
が
さ
れ
て
い

る
が
、
本
書
も
充
分
そ
れ
に
値
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

Ｂ
５
判
　
一
一
一
ペ
ー
ジ
　
昭
和
五

十
八
年
九
月
　
仙
台
市
日
伸
書
房
刊

二
〇
〇
〇
円
　
　
　
　
（山
田
哲
郎
）

富
士
山
は
な
ぜ

フ
ジ
サ

ン
か

谷
　
有
二
著

著
者
の
山
名
考
の
基
盤
は

「私
た
ち

の
祖
先
の
ほ
と
ん
ど
は
、
始
め
か
ら
日

本
列
島
と
お
ぼ
し
き
あ
た
り
に
住
ん
で

い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
へ
、
ヤ
マ
と

か
ア
サ
マ
系
の
言
葉
を
持
ち
込
ん
だ
南

方
系
の
人
々
が
、
海
伝
い
に
、
あ
る
い

は
、
照
葉
樹
林
帯
を
通

っ
て
や

っ
て
き

た
」
（Ｐ
２
８
８
）
。
「普
通
、
私
た
ち
日

本
人
は
、
単

一
民
族
国
家
と
思
い
込
ん

で
い
る
け
ど
、
ア
イ
ヌ
・
日
本

ｏ
琉
球

の
三
民
族
国
家
で
あ
り
、
歴
史
を
遡
れ

ば
遡
る
ほ
ど
、
ア
ジ
ア
全
体
の
血
が
流

れ
込
ん
で
い
る
」。
「山
岳
名
称
と
い
え

ど
も
東
ア
ジ
ア
的
な
立
場
に
立
た
な
け

れ
ば
、
結
論
は
と
も
か
く
と
し
て
、
客

観
的
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
な
い
」
（Ｐ
２

７
２
）
と
言
う
。
『
三
民
族
国
家
』
と
い

う
概
念
は
論
外
で
あ
る
と
し
て
も

『
ア

ジ
ア
の
人
種
の
る
つ
ぼ
』
と
し
て
日
本

民
族
を
と
ら
え
る
の
は
常
識
で
あ
る
。

山
名
考
の
方
法
論
と
し
て
著
者
は
、

「地
形
用
語

・
伝
説

・
ア
イ
ヌ
語

・
マ

レ
ー
語

・
朝
鮮
語

・
宗
教

・
歴
史

・
文

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
を
注

ぎ
込
ん
で
、
山
岳
名
称
の
意
味
を
探
ろ

う
と
し
て
き
た
」
（Ｐ
２
９
２
）

と
言

今
ま
で
の
多
く
の
山
名
考
に
比
べ
る

と
広
い
日
で
文
献
を
検
討
し
て
い
る
努

力
は
大
き
い
。
全
般
を
読
み
お
わ
り
、

日
本
の
山
々
の
名
称
の
い
わ
れ
を
バ
ツ

サ
、
バ
ッ
サ
と
解
き
あ
か
す
手
法
は
見

事
で
あ
る
。
著
者
の
手
法
に
か
か
れ
ば

日
本
全
国
の
山
名
の
い
わ
れ
、
成
り
立

ち
は
立
ち
所
に
説
明
が
可
能
で
あ
る
と

思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
だ
気
に
か
か
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、

朝
鮮
語

・
マ
レ
ー
語
で
解
釈
す
る
と
、

漢
字
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
然
別
な
山
名

と
な
り
、
ま
た
こ
れ
は
山
名
を
解
く

一

つ
の
方
法
で
あ
る
、
と
い
う
方
法
論
は

わ
か
る
が
、
こ
の
方
法
を
日
本
全
国
に

お
し
ひ
ろ
げ
て
す
る
山
名
考
は
、
日
本

全
国
の
山
名
を
普
遍
化
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
。
著
者
の
山
名
解
説
を
読

む
と
、
著
者
の
言
う
限
り
に
お
い
て
は

正
し
い
。

地
方
で
の
山
名
を
考
え
る
時
、
著
者

の
原
語
解
釈
、
比
較
言
語
学
的
方
法
で

は
説
明
不
足
の
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、

『地
形
用
語
』
か
ら
の
山
容
の
説
明
も
、

一
般
的
に
は
著
者
の
言
う
こ
と
は
理
解

で
き
る
が
、
も
う

一
歩
ふ
み
込
ん
で
、

そ
の
山
容
の
見
え
る
方
向
、
地
域
を
基

盤
と
し
て
、
そ
の
上
で
、
歴
史
観
、
民

俗
学
、
人
類
学
、
言
語
学
及
び
医
学
的

見
解
等
を
合
わ
せ
て
方
法
論
を
組
立
て

て
ゆ
か
な
い
と
、
そ
の
山
容
か
ら
の
山

名
発
生
も
ボ
ヤ
ケ
て
し
ま
い
、
山
名
の

み
が
独
り
歩
き
し
は
し
な
い
か
。
読
む

者
を
し
て
文
字
遊
び
に
お
ち
入
ら
せ
る

お
そ
れ
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

山
名
に
興
味
を
呼
ぶ
に
は
良
い
本
で

あ
る
が
、　
一
度
文
字
に
な
る
と
地
名
は

独
り
歩
き
を
始
め
る
か
ら
、
こ
の
点
が

心
配
で
あ
る
。
山
男
が
静
か
に
自
分
の

登

っ
た
山
を
想
う
夜
半
の
一
般
書
と
し

て
す
す
め
る
。

一
九
八
三
年
九
月

一
日
発
行
　
山
と

渓
谷
社
刊
　
三
〇
二
ペ
ー
ジ
　
定
価

一
二
〇
〇
円
　
　
　
（山
本
朋
二
郎
）

(6)



山  468-1984・ 6020(第 二種郵便物認可)

ま
日
曜
日
だ
っ
た
の
で
、
郊
外
の
山
を

歩
く
計
画
と
な
り
、
自
然

保
護

委
員

会
、
総
務
委
員
会
の
共
催
で
、
箱
根
古

道
の

一
つ
で
あ
る
湯
坂
道
で
の
花
見
を

か
ね
た
山
行
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
お
だ
や
か
な
天
候
に
め
ぐ
ま

れ
て
、
絶
好
の
花
見
日
和
と
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
今
年
の
桜
の
開
花
は
遅
く
、

湯
本
で
三
分
か
ら
五
分
咲
き
ぐ
ら
い
、

そ
れ
で
も
小
涌
谷
駅
ま
で
の
登
山
電
車

の
窓
か
ら

一
時
に
咲
き
き

そ
う
梅
、

桃
、
れ
ん
ぎ
よ
う
を
充
分
に
楽
し
ま
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

千
条
の
滝
で
自
然
保
護
委
員
会
の
渡

辺
正
臣
会
員
か
ら

〃箱
根
の
自
然
と
文

化
、
歴
史
〃
な
ど
の
レ
ク
チ
ュ
ア
を
う

け
、
静
か
な
杉
木
立
の
道
を
浅
間
山
に

む
か
い
ま
し
た
。
山
道
は
今
年
の
異
常

気
象
の
影
響
か
、
雪
で
苔
が
枯
れ
て
お

り
、
ま
た
枝
が
折
れ
た
り
、
幹
が
曲
が

っ
た
り
し
て
い
る
木
も
み
ら
れ
、
の
ど

か
な
箱
根
で
も
、
想
像
以
上
に
厳
し
か

っ
た
今
冬
の
自
然
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

浅
間
山
の
頂
上
で
は
、
先
発
し
て
、

み
そ
汁
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
な
ど
の
用

意
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
、
総
務
委
員
会

の
人
達
に
よ
り
、
熱
い
も
て
な
し
を
う

け
、
ゆ
っ
く
り
昼
食
を
と
り
な
が
ら
、

明
る
さ
の
た
だ
よ
う
箱
根
の
春
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
湯
茶
の

用
意
の
た
め
、
重
い
荷
を
担
ぎ
上
げ
て

く
だ
さ

っ
た
総
務
担
当
の

人
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
い

た
し
ま
す
。
人
数
が
つ
か

め
ず
準
備
す
る
の
が
大
変

だ
っ
た
と
か
伺

い
ま

し

た
。二

十
八
名
の
に
ぎ
や
か

な
昼
食
が
す
み
、
記
念
撮

影
の
後
、
ゆ
る
や
か
な
道

を
湯
坂
山

へ
と
向
い
ま
し

た
が
、
両
側

の
桜

と
楓

は
、
ま
だ
ま
だ
芽
も
雷
も

固
く
、
日
陰
に
は
ま
だ
残

雪
さ
え
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
道
は
、
こ
こ
が
箱
根
か

と
思
う
ほ
ど
静
か
な
歩
き

良
い
コ
ー
ス
で
あ
り
、
石

畳
の
山
路
に
か
か
る
こ
ろ

は
、
阿
仏
尼
の
書
い
た
十

六
夜
日
記
の

一
節

「
い
と

さ
か
し
き
山
を
く
だ
る
。
人
の
足
と
ど

ま
り
が
た
し
」
の
通
り
、　
一
気
に
下
り

切

っ
て
し
ま
う
。
く
だ
り
き

っ
た
湯
本

旭
橋
で

一
応
解
散
と
な
り
、
こ
こ
で
帰

る
人
、
ひ
と
風
呂
浴
び
て
ゆ
く
組
と
に

別
れ
、
旧
箱
根
街
道
沿
い
の
天
山
野
天

風
呂

へ
と
足
を
の
ば
し
ま
し
た
。
名
泉

の

一
つ
と
か
で
古
い
湯
元
の
よ
う
で
し

た
。
飲
め
る
と
い
う
地
元
の
人
に
教
わ

り
飲
ん
で
み
る
と
、
深
い
味
わ
い
の
あ

る
御
湯
で
す
。
こ
の
野
天
風
呂
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
箱
根
町
役
場
の
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者

（順
不
同
）

入
澤
郁
夫
、

関
塚
貞
亨
、
松
丸
秀
夫
、
小
倉
　
厚
、

高
遠
　
宏
、
神
崎
忠
男
、
渡
辺
正
臣
、

遠
田
　
栄
、
山
口
　
暁
、
重
村
　
清
、

宮
入
保
徳
、
金
澤
喜
八
、
田
中
茂
夫
、

遠
藤
光
男
、
澤
井
政
信
、
石
橋
正
美
、

中
　
　
保
、
梨
羽
時
春
、
木
名
瀬
亘
、

藤
井
正
彦
、
遠
田
篤
子
、
小
山
睦
子
、

渡
部
温
子
、
大
峰
芳
枝
、
神
崎
め
ぐ
み
、

奥
　
徳
子
、
山
崎
　
健
、
中
山
孝
司

（渡
部
温
子
）

会

員

通

信

奥
秩
父
の
瑞
培
山
の
管
理
人
に
よ
る

婦
女
暴
行
殺
人
事
件
は
、
悲
し
い
衝
撃

的

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
私
た
ち
に
憩
い

と
、
や
す
ら
ぎ
を
与
え
、
ま
た
羅
針
盤

の
役
目
も
す
る
信
頼
す
る
山
小
屋
の
主

が
、
魔
が
さ
し
た
と
は
言
え
、
単
独

ハ

イ
キ
ン
グ
の
女
性
を
襲
い
殺
害
す
る
と

は
。
低
山
で
も
中
級
山
岳
で
も
、
高
山

岳
で
も
、
山
小
屋
の
経
営
者
、
管
理
人

は
素
朴
で
清
簾
潔
自
で
、
黄
金
の
御
殿

を
守
り
、
登
山
者
を
温
く
迎
え
る
、
豊

か
な
人
間
性
を
持

っ
た
人
々
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
私
た
ち
の
期
待
を
裏
切
ら
な

映
画

　

「銀
界
の
弥
次
喜
多
」

「
ス
キ
ー
と
海
」

「
ス
キ
ー
ヘ
の
招
待
」

「白
魔
は
招
く
」

三
水
会
主
催
の
西
丸
震
哉
会
員
の
講

演
の
後
、
引
き
続
い
て
総
務

ｏ
フ
イ
ル

ム
委
員
会
主
催
の
ス
キ
ー
映
画
の
タ
ベ

が
開
か
れ
た
。
上
映
さ
れ
た
フ
イ
ル
ム

は
、
フ
イ
ル
ム
委
員
会
が
保
存
、
管
理

し
て
い
る
数
多
く
の
十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
よ
り
、
ス
キ
ー
に
関
係
し
た
も
の
を

選
ん
で
の
四
本
。
い
ず
れ
も
昨
年
、
会

員
の
風
見
武
秀
氏
よ
り
寄
贈
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。

「銀
界
の
弥
次
喜
多
」
は
、
ド
イ
ツ

の
ス
キ
ー
映
画
。
美
し
い
山
々
を
舞
台

に
、
い
た
ず
ら
好
き
の
二
人
組
と
警
官

が
ス
キ
ー
を
は
い
て
追
い
か
け
っ
こ
を

す
る
と
い
う
コ
ミ
ッ
ク
も
の
。
白
黒
の

無
声
映
画
で
、
字
幕
が
右
か
ら
の
綴
り

な
の
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

次
の

「
ス
キ
ー
と
海
」
は
イ
タ
リ
ー

映
画
で
、
撮
影
者
は
フ
オ
ス
コ
・
マ
ラ

イ
ー
ニ
氏
。
雪
の
山
頂
よ
り
海
に
向

っ

て
滑
降
し
、
海
辺
で
ス
キ
ー
を
取

っ
て

水
着
と
な
り
潜
水
を
楽
し
む
と
い
う
趣

向
。
水
中
撮
影
に
も
念
が
入

っ
て
い
て

―
会
員
懇
談
会
―

ス

キ

ー

映

画

の

タ

ベ

ニ
月
十
五
日

（水
）
ル
ー
ム
に
て

総
務
委
員
会

。
フ
ィ
ル
ム
委
員
会

い
で
欲
し
い
と
念
願
し
て
小
論
を
投
稿

し
ま
し
た
。

（松
岡
　
繁
）

(7)

美
し
い
映
像
と
な
っ
て
い
る
。

「
ス
キ
ー
ヘ
の
招
待
」
は
、
八
甲
田

連
峰
を
無
台
に
し
て
の
ス
キ
ー
技
術
の

紹
介
映
画
で
、
風
見
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

の
作
成
。
今
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
旧
式
の
締
具
や
、
単
板
ス
キ
ー
の
硬

さ
加
減
の
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
始
ま
る

一
連

の
技
術
は
、
若
年
の
筆
者
に
は
も
の
め

ず
ら
し
く
興
味
深
い
。
四
本
の
フ
イ
ル

ム
の
中
で
唯

一
の
サ
ウ
ン
ド
付
き
。
白

黒
映
画
で
あ
る
が
、
大
き
な
斜
面
に
華

麗
に
タ
ー
ン
す
る
シ
ー
ン
が
続
い
て
、

楽
し
い
ス
キ
ー
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

来
る
。

最
後
の

「白
魔
は
招
く
」
は
、
蔵
王

の
樹
氷
林
の
滑
降
を
テ
ー
マ
に
し
た
楽

し
く
美
し
い
フ
イ
ル
ム
で
あ
る
。
作
成

は
今
泉
プ

ロ
ダ
ク
シ
ヨ
ン
。
山
麓
の
温

泉
ま
で
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
馬
車
で
と
い

う
、
年
輩
の
方
に
と
っ
て
は
昔
懐
か
し

い
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
。
白
魔
と
は
モ

ン
ス
タ
ー
の
意
と
思
わ
れ
、
大
き
く
育

っ
た
樹
氷
の
造
形
美
と
、
ス
キ
ー
ヤ
ー

の
軽
や
か
な
身
の
こ
な
し
を
、
時
に
コ

ミ
カ
ル
に
、
そ
し
て
幻
想
的
に
と
ら
え

て
い
る
。

映
像
に
見
る
往
年
の
ス
キ
ー
は
、
近
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年
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ス
キ
ー
ヤ

ー
や
、
喧
騒
な
ス
キ
ー
場
と
は
無
縁
で

あ
り
、
ま
た
最
新
装
備
の
山
ス
キ
ー
と

も
別
の
世
界
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

そ
の
技
術
は
現
在
の
も
の
に
引
け
を
と

る
も
の
で
な
く
、
ま
さ
に

「板
」
に
つ

い
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。

昔
の
フ
イ
ル
ム
の
回
転
数
が
、
最
新

式
の
映
写
機
で
は
再
現
で
き
ず
、　
一
部

に
少
し
速
い
動
き
も
あ
つ
た

よ
う

だ

が
、
無
事
に
終
了
、
九
時
に
散
会
と
な

っ
た
。
　
　
　
　
　
（神
谷
光
昭
）

福

島

支

部

益
々
の
結
束
を
期
待
す
る
と
の
お
言
葉

を
、
ま
た
山
田
副
会
長
か
ら
は
八
十
周

年
の
記
念
事
業
の
概
要
と
成
功
を
期
す

る
こ
と
が
話
さ
れ
た
。
続
い
て
い
よ
い

よ
酒
宴
に
入
り
、
会
員
の
相
模
屋
旅
館

よ
り
寄
贈
さ
れ
た
銘
酒

″稲
川
″
の
鏡

割
り
を
佐
々
会
長
、
宮
城
の
蓬
田
夫
人

の
も
つ
ピ
ッ
ケ
ル
で
行
な
い
、
後
藤
名

誉
会
員
の
乾
杯
の
音
頭
で
幕
が
開
か
れ

ま
し
た
。

翌
二
十
二
日
は
期
待
し
て
い
た
天
気

も
回
復
せ
ず
、
朝
食
後
、
雑
談
的
に
、

山
田
副
会
長
、
神
崎
理
事
か
ら
八
十
周

年
記
念
事
業
の
内
容
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
実
体

が
話
さ
れ
、
会
員
か
ら
は
本
部
に
対
す

る
忌
弾
の
な
い
質
問
、
要
望
が
あ
り
、

短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
実
の
あ
る

話
合
い
が
も
た
れ
ま
し
た
。

三
十
名
近
い
会
員
か
ら
鬼
面
山

（
一

四
八

一
・
五
米
）
ま
で
の
山
行
希
望
が

出
た
の
で
、
旅
館
前
に
て
全
員
記
念
撮

影
後
、
山
行
組
を
送
り
出
し
、
残
留
組

は
露
天
風
呂
に
、
ま
た
付
近
の
散
歩
に

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

別
室
に
て
は
八
十
周
年
記
念
ブ

ロ
ッ

ク
行
事
に
つ
い
て
、
本
部
担
当
者
と
東

東

北

ブ
　
ロ　
ッ

ク

税
　
集
　
会
　
報
　
告

四
月
二
十

一
日
、
第
二
回
を
迎
え
た

ブ

ロ
ッ
ク
集
会
は
残
雪
の
穏
や
か
な
安

達
太
良
の
峰
を
堪
能
し
て
も
ら
お
う
と

計
画
し
ま
し
た
。
し
か
し
自
然
と
は
全

く
皮
肉
な
も
の
で
こ
の
冬
に
は
異
常
豪

雪
と
低
温
続
き
に
悩
ま
さ

れ
、　
そ

の

上
、
開
催
前
日
に
も
雪
が
降
り
、
新
野

地
温
泉

へ
の
国
道
も
閉
鎖
状
態
で
あ
り

ま
し
た
。

東
北
各
支
部
、
遠
く
は
北
海
道
支
部

の
会
員
の
皆
さ
ん
と
、
本
部
か
ら
は
佐

々
会
長
ほ
か
多
数
参
加
い
た
だ
き
、
地

元
会
員
を
合
わ
せ
る
と
総
勢
九
十
三
名

の
大
会
合
と
な
り
ま
し
た
。

折
り
悪
し
く
、
ガ
ス
と
小
雨
で
翌
日

の
安
達
太
良
か
ら
岳
温
泉

へ
の
山
行
は

断
念
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

う
さ
晴
ら
し
と
い
う
か
、
懇
親
会
は
盛

り
上
が
り
、
夜
半
ま
で
山
の
話
が
つ
き

ず
酒
を
酌
み
交
し
、
朝
を
迎
え
た
連
中

も
あ

つ
た
よ
う
で
し
た
。

懇
親
会
で
は
地
元
支
部
長
の
歓
迎
の

こ
と
ば
に
始
ま
り
、
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
の

官
城
の
伊
達
支
部
長
よ
り
の
挨
拶
、
佐

々
会
長
よ
り
は
ブ

ロ
ッ
ク
の
ま
と
ま
り

を
お
賞
め
い
た
だ
く
と
と
も
に
今
後
、

北
各
支
部
の
支
部
長
及
び
関
係
者
に
よ

り
話
し
合
い
が
も
た
れ
、今
後
の
対
策
、

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
を
検
討
し
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
夫
々
の
立
場
か
ら
も
大

変
有
意
義
な
会
合
に
終
始
し
ま
し
た
。

山
行
組
の
全
員
帰
宿
を
待
ち
、
昼
食

後
、
明
年
の
山
形
で
の
再
会
を
約
束
し

て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
　
（秋
田
）
岡
田
光
行
、
佐
藤
昭

義
、
佐
藤
兼
治
、
佐
々
木
宏
、
北
林
嘉
鶴
子

（岩
手
）
佐
藤
敏
彦
、
阿
部
国
雄
、
田
鎖

寿
、
鹿
野
松
男
、
関
口
　
宏
、
立
花
幹
雄
、

松
田
和
弘
、
佐

藤
紀
子

（宮
城
）
伊
達

篤
郎
、
熊
谷
正

志
、熊
谷
藤
子
、

千
田
早
苗
、
蓬

田
時
男
、
蓬
田

三
枝
子
、
佐
々

木
郁
夫
、
佐
々

木
豊
喜
、
遠
藤

昭
治
、
飯
野

信
、高
橋
　
功
、

庄
司
駒
男
、
相

沢
甚
平
、
樋
渡

順

一
、
吉
中

登
、
平
沢
亀

一

郎

　
（
山
形
）

後
藤
幹
次
、
村

上
勝
太
郎
、
加

藤
達
男
、
水
沢

富

一
郎
、
梅
津

博
、田
宮
良

一
、

大
橋
克
也
、
真

田
匡
三
、
三
浦

繁
司
、
会
田
茂

雄
、
斉
藤
清
吉

（北
海
道
）
平

野
　
明
、
柳
田

凍
子
、
亀
井
秀

子
　

（東
京
）

佐
々
保
雄
、
山

田
二
郎
、
神
崎

忠
男
、
石
橋
正

美
、
坂
本
正
智
、
大
峰
芳
枝
、
板
倉
健
二
、

大
谷
幸
子
、
荒
野
康
子
、
内
山
脩

一
、
高
橋

詢
、
小
林
　
碧
、
沢
田
周
平

　

（福
島
）
中

島
正
夫
、
渡
辺
千
代
蔵
、
古
市
義
孝
、
後
藤

泰
治
、
赤
沼
　
節
、
佐
々
間
高
男
、
自
石
田

春
治
、
相
模
八
郎
、清
野
義
美
、西
関
良
光
、

安
藤
　
治
、
寺
島
昭

一
、
八
巻
和
男
、
清
和

良
晴
、
加
藤
博

一
、
山
倉
洋

一
、
野
地
克
也
、

鈴
木
　
嘉
、
遠
藤
日
出
夫
、
大
森
常
三
郎
、

広
瀬
由
昌
、
手
島
精

一
、
笹
川
慶
子
、
河
上

錬
治
、
伊
藤
義
男
、
鈴
木
千
定
、
鈴
木
琢
美
、

佐
藤
英

一
郎
、
大
谷
　
司
、
阿
部
明
義
、
鈴

木
松
三
、
松
井
忠
治
、
大
友
　
繁
、
江
花
俊

和
、
笠
間
嘉
孝
、
石
井
貞
次（中

島
正
夫
）

海

外

登

山

計

画

書

ご

送

付

の

お

願

い

「山
」

（４６５

。
一
九
八
四

・
三
）
誌

上
で
、
年
報

『
山
岳
』
の

″遠
征

・
登

攀
ノ
ー
ト
″

へ
寄
稿
の
お
願
い
を
い
た

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
結
果
で
す
か
ら

こ
の
元
に
な
る
登
山
計
画
を
掌
握
し
て

い
な
け
れ
ば
、
連
絡
な
ど
の
フ
オ
ロ
ー

が
不
可
能
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
海
外
登
山
を
計
画

さ
れ
て
い
る
方
は
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ

ス
タ
ン
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
特
に
動

静
の
掌
握
に
困
難
な
イ
ン
ド
、
中
国
、

ソ
連
、
南
北
ア
メ
リ
カ
、　
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
各
地

域
お
よ
び
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
許
可
の
ネ
パ

ー
ル
の
山
々
の
登
山
計
画
書
を
当
委
員

会
宛
に
ご
送
付
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

〃遠
征

・
登
攀
ノ
ー
ト
″
に
つ
い
て

は
、
フ
オ
ー
ム
が
用
意
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
先
の
登
山
計
画
書
に
基
づ
き

当
方
よ
り
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
も
し

漏
れ
て
お
り
ま
し
た
際
は
ご
請
求
下
さ

い
。
　
　
　
　
　
山
岳
編
集
委
員
会

―
―
お
知
ら
せ
―
―

日
本
山
岳
画
協
会

大

町

特

別

展

◎
七
月
二
十
二
日

（日
）

―
八
月
十
九
日

（旧
）

◎
大
町
山
岳
博
物
館
に
て

◎
入
場
料
　
全
館
共
通
で
三
〇
〇
円

(8)
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追
　
悼

名

誉

会

員

角

田

吉

夫

氏

一
九
八
四
年

一
月
二
十

一
日
逝
去
。

享
年
七
六
歳
。　
一
九
〇
七
年
生
。
大
正

年
代
か
ら
登
山
を
始
め
法
政
大
学
山
岳

部
創
立
期
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
田
中
菅

雄

（本
会
員
）
氏
ら
と
活
躍
。
南
北
ア

ル
プ
ス
、
上
信
越
、
北
海
道
、
秩
父
等

に
足
跡
が
多
い
。
主
な
記
録
と
し
て

一

九
二
八
年
二
月
穴
毛
谷
か
ら
笠
ケ
岳
、

四
月
野
反
池
か
ら
白
砂
山
、
八
月
石
狩

岳
か
ら
石
狩
川
下
降
、　
一
九
二
九
年

一

月
仙
ノ
倉
山
、
二
月
仙
ノ
倉
山
―
三
国

峠
等
が
あ
り
、
特
に
上
越
国
境
積
雪
期

登
山
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し

て
知

ら

れ

た
。
著
書

『上
越
国
境
』
（
一
九
二

一
年

刊
）
は
上
越
の
山
の
最
初
の
す
ぐ
れ
た

案
内
書
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
た
。

一
九
二
七
年
本
会
入
会
、
会
員
番
号

一
〇
四
六
、　
一
九
二
〇
年
七
月
幹
事
、

後
理
事
或
い
は
評
議
員
と
し
て
前
後
十

数
年
在
任
し

『
山
日
記
』
と
会
報
の
編

集
に
尽
力
し
功
績
が
あ
っ
た
。
『山
岳
』

及
び
会
報

へ
の
寄
稿
も
少
な
く
な
い
。

一
九
七
七
年
永
年
会
員
。　
一
九
七
八
年

十

一
月
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。

告
別
式
は
二
月
二
日
成
城
の
自
宅
で

行
な
わ
れ
た
が
、
本
会
を
代
表
し
て
田

口
副
会
長
が
参
列
し
、
法
政
大
学
山
岳

部
関
係
者
の
ほ
か
に
吉
沢

一
郎
、
川
崎

精
雄
、
織
内
信
彦
、
私
ら
が
参
じ
て
故

人
の
冥
福
を
祈

っ
た
。

（望
月
達
夫
）

ｏ
ル
ー
ム
日
誌

２
日

（月
）

３
日

（火
）

６
日

（金
）

９

日

１２

日

１３

日

１６

日

１７

日

１８

日

２０

日

２３

日

２４

日

（月
）

（木
）

（金
）

（月
）

（火
）

（水
）

（金
）

（月
）

（火
）

一
六
二
〇

二
三
七

一

三
七
九
六

四
八
〇
八

五
〇

一
二

五
二
八
〇

五
五
七
三

五
八

一
三

六
〇
二
九

一ハ　一　貫ハ
一ハ

六
四
二
五

六
四
三
七

六
四
八
〇

六
七
六
〇

エハ
・ハ
一ハ　一

六
八
七
二

四

月

総
務
委

会
報
編
集
委

常
務
理
事
会
、
会
計
監

査理
事
会

評
議
員
会

青
年
懇
談
会

総
務
委
、
図
書
委

婦
人
懇
談
会

三
水
会

科
学
委
講
演
会

総
務
委

自
然
保
護
委

２６
日

（木
）
　

フ
イ
ル
ム
委

今
月
の
来
室
者
３７１
名

会

員

移

動

（四
月
）

物
故

９
４
３
９
　
矢
田
　
秀
孝

（４

ｏ
ｌＯ
）

支
部
変
更

６
５
４
５
　
河
西
　
俊
郎

（信
濃

へ
）

物
故

渡
辺
　
　
漸

（４

・
２
）

斉
藤
　
修
二

智
片
　
健
二

マ
ッ
ク
ス
・
ベ
ル
ナ
ル
ド

入
月

　

繁́

上
栗
　
優

一

小
椋

成
人

遠
矢
　
孝
行

青
山
　
義
信

八
重
樫
　
芳
令

藤
原
　
喜
代
美

菅
野
　
政
夫

丸
山
　
正
博

田
中
　
義
元

江
越
　
千
代
子

山
口

　

博

本
田
　
昌
司

国
島
　
陽
三

加
藤
　
雅
代

荒
木
　
　
弓

今
井
　
純
男

藤
田
　
良
樹

退
会

昭

和

五

十

九

年

度

除

籍

対

象

者

今
井
田
研
二
郎

加
藤
　
宣
二

郎

東
京
理
科
大
学
山
岳
部

瀬
戸
　
正
昭

浜
中
　
康
栄

小
林
　
庸
晃

村
田
　
光
昭

千
島
　
兼

一

武
田
　
宗
之

上
条
　
清
明

小
栗
　
孝
康

森
田
　
洋
史

徳
田
　
憲
正

溝
口
　
重
正

石
塚
　
誠
之
輔

坂
本
　
観
晃

官
寺
　
忠
夫

斉
藤
　
純

一

市
川
　
恵
子

マ
チ
ュ
・
Ｄ

・
フ
オ
レ
ス

黒
川

　

恵

長
沼
　
雅
子

原
　
　
滝
夫

河
野
　
照
行

入
沢
　
　
勝

立
原
　
　
弘

前
神
　
直
樹

手
塚
　
　
正

大
阪
外
国
語
大
学
山
岳
会

柴
官
　
一
男

北
川
　
敏
孝

七
三
七

一

七
三
七
七

七
二
九
五

七
四
二
三

七
五
四
七

七
六
七
二

七
七

一
三

七
七
九
〇

八
二
五
五

八
三
〇
三

八
四

一
四

八
四
五
三

八
四
九
〇

八
五
六
八

・ハ
一ハ
一一一ユハ

村
山
　
金
吾

小
野
　
芳
橘

神
奈
川
　
甚
吉

竹
森
　
謙

一

大
村

　

誠

石
黒
　
和
子

八
六
八
八

八
七
二
九

八
九

一
九

八
九
八
五

八
九
八
六

九
〇

一
八

九
〇
三
四

（北
海
道
）

六
八
〇
二

（岩
　
手
）

八
四
二
五

八
九
九
九

（秋
　
田
）

七
〇
三
七

八

一
七
八

（官

城
）

七
五
四
五

（越

後
）

八
二
八
五

（信

濃
）

八
六
〇
六

（山

梨
）

四
五
四
三

六

一
四

一

（静

岡
）

四
五
九
四

六
五
八
六

（東

海
）

六
九

一
五

七
二
七
〇

八
五
九
〇

八
七
八
三

（岐

阜
）

七
八
四
六

八
五
三

一

（富
　
山
）

高  菊  今 田
波  地  野 村

隆      禎
男  薫  昭 助

五
七
九
〇

（関
　
西
）

四
四

一
四

四
六
九

一

六
三
八
四

六
八
五
九

七
〇
〇
手

七
四
二
一

七
六

一
三

八

一
七
九

（山
　
陰
）

〓ユ
一一ユハ
一ハ

（東
九
州
）

八
七
〇
四

（熊

本
）

四
四
七
七

（そ
の
他
）

四

一
二
五

四
二
九
八

五
四
九
八

五
九
五
五

六
二
五
三

六
四
三

一

六
五
五

一

七
二
一
七

七
三
二
九

七
四
六
七

八
〇
四
二

八

一
二
四

八
二
八
四

八
五
九
二

・ハ
エハ
エハ　一

八
九
五
三

（海

外
）

五
五
七
〇

伊
藤
　
信
隆

神
戸
大
学
山
岳
部

野
村
　
哲
也

井
原
　
蓉
子

西
嶋
　
　
恵

松
本
　
憲
庚

鍋
島
　
義
雄

松
木
　
直
子

二
見
　
隆
久

船
木
　
　
匡

坂
東
　
美
智
夫

山
口
大
学
体
育
会
山
岳
部

原
　
　
雅
彦

信
友
　
浩

一

間
島
　
　
保

駒
官
　
博
男

宮
崎

　

勉

若
林
　
善
弘

中
島

　

寛

（以
上
八
十
六
名
）

大 広 堀 青 石 田 永 内  首  中
日瀬 江 木 原 辺 石 山  藤  西

常 正 礼  幸 良 健  宗  文
男 美 二 先 謙 雄 元 次  利  雄

(9)



(第二種郵便物認可)山  468-198406・ 20

37,032,000小 計 36,482,932 ∠:ゝ 549,068

ガ隊
金

ガ隊
金

カンチェンジュン
預    り

カンチェンジュン
預   り

72,070,000

72,070,000

計 37,032,000 108,552,932

次期繰越収支差額

次期繰越収支差額

8,305,778

8,1305,778

11,633,412

11,633,412

71,520,932

72,070,000

72,070,000

3,327,634

3,327,634

合 計 45,337,778 120,186,344 74,848,566

そ の 他 管 理 費

雑      費

事  業  費

借 入 金 返 済 支 出

別途会計繰入支出

別途会計繰入支出

予  備  費

予   備   費

別途積立金

(資産の部)

1。 基 本 財 産

2.現金および預貯金

振替貯金

350,000

250,000

21,160,010

9,020,000

650,000

650,000

1,270,000

1,000,000

170,000

1,600,000

1,550,000

980,000

3,920,000

350,000

3,312,000

3,312,000

1,500,000

1,500,000

336,000

203,983

20,997,231

8,796,004

661,996

608,440

1,289,002

1,028,410

113,150

1,666,084

2,347,075

925,500

3,180,280

381,290

3,311,904

3,311,904

1,407,793

1,407,793

0

0

14,000

46,017

162,769

223,996

11,996

41,560

19,002

28,410

56,850

66,084

797,075

54,500

739,720

31,290

96

96

1,407,793

1,407,793

1,500,000

一般会計 収入の部

一般会計 支出の部

昭和 58年度収支決算書

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

究

　

係

係

営

業

　

搬

料

出

５

　

目

　

　

　

　

に

版

書

研

導

関

鐸

運

囃

刷

運

水

瀬

課

　

健

　

　

　

　

一Ｒ
¨

査
　
部
外
研
の
　
信
熱
釧

出

図

調

指

支

海

山

そ

印

通

光

入借

自 昭和 58年 4月 1日

至 昭和 59年 3月 31日

(単位 :円 )

(単位 :円 )

財  産  目  録

昭和 59年 3月 31日 現在

500,000

昭和 59年 3月 31日 現在

(単位 :円 )

次期繰越

(単位 :円 )

(単位 :円 )

60,703

359,807

1,210,969

1,831,159

38,746

1,698

金現

普通預金

東京地方貯金局

当

費

費

費

費

料

費

費

費

料

費

費

費

料

費

費

費

　

　

　

通

搬

険

　

・ヽ
料

　

　

　

品

数

営

生

手

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∠
〓

理

」́
具

刷

交

運

保

繕

　

水

話

議

際

備

手

運

厚

管

料

　

　

費

信

災

　

税

熱

　

　

　

器

替

部

利

営

給

文

印

旅

通

火

営

諸

光

電

会

交

什

振

支

福

運

店

店

支

支

谷

谷

ケ

ケ

市

市

11,000,000

5,000,000

100,000

6∞ ,000

500,000

1,000,000

70,000

200,000

550,000

220,000

320,000

150,000

150,000

50,000

200,000

650,000

1∞ ,(XЮ

600,000

10,766,004

5,150,400

87,410

544,790

451,000

885,025

60,350

154,400

516,732

233,567

347,120

216,989

131,360

22,000

189,990

602,100

88,188

544,600

293,996

150,400

12,590

55,210

49,000

114,975

9,650

45,600

33,268

13,567

27,120

66,989

18,640

28,000

10,010

47,9(Ю

ll,812

55,400

本 郷 支 店

本   店

行

行

行

行

銀

銀

銀

銀

和

菱

和

京

協

三

三

東 事 務 所 管 理 費

科 目 予 算 額 決 算 額 増減(△ )

基本財産運用収入

基本財産利息収 入

入 会 金 収 入

入 会 金 収 入

会 費 収 入

会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

事 業 収 入

広 告 料 収 入

山 日記 印 税 収 入

そ の他 印 税 収 入

刊 行 物 売 上 収 入

そ の他 事 業 収 入

山研 使 用 料 収 入

寄 付 金 収 入

寄 付 金 収 入

雑  収  入

受  取  利  息

雑   収   入

別途会計運用収入
図書出版研究基金運用
収入

長期計画準備積立金運
用収入

500,000

560,000

3,000,000

3,0∞ ,000

23,500,000

23,500,000

5,760,080

1,350,000

560,000

0

450,000

2,000,000

1,4(Ю ,000

1,250,008

800,000

450,000

614,580

614,580

2,685,000

2,685,000

25,136,526

24,836,526

300,000

5,373,184

1,022,400

560,000

56,946

540,490

2,163,590

1,029,758

500,000

500,000

1,931,483

928,684

1,002,799

607,793

412,293

195,500

54,580

54,580

△  315,000

△  315,000

1,636,526

1,336,526

300,000

ハ、 386,816

△  327,600

0

56,946

90,490

163,590

△  370,242

500,000

500,000

681,483

128,684

552,799

607,793

412,293

195,5(X〕

小 計 34,070,000 36,848,566 2,778,566

カンチェンジュン
預    り

カンチェンジュン
預   り

ガ隊
金

ガ隊
金

72,070,000

72,070,000

72,070,000

72,070,000

計 34,870,000 100,918,566 74,848,566

前期繰越収支差額

前期繰越収支差額

11,267,778

11,267,778

11,267,778

11,267,778

0

0

合 計 45,337,778 120,186,344 74,848,566

内    訳 前期繰越 繰入収入 取崩支出

終 身 会 費 積 立 金  500,000
図書出版研究基金 6,917,973

長期計画準備積立金 3,500,000

退 職 給 与 積 立 金 2,000,000

300,000

412,293

695,500

0

8∞ ,000

7,3∞ ,266

4,195,500

2,000,000

合    計 12,917,97e 1,407,793 14,325,766

頁

一
託

拳
″
一
一言

一
打

″

種

一
難

一

～

預    入    先 金 額

2,380,000

420,000

5,200,000

三井信託銀行 本店

日本信託銀行 本店

中央信託銀行 本店

合 計 8,∞0,000

目科 予 算 額 決 算 額 増減(△)

種 類 預    入    先 金  額

(10)



山  468-1984・ 6・ 20(第二種郵便物認可)

鳥 (カ ッ ト原 画)

メ ー ル ドグ ラ ス

モ ン ブ ラ ン

後 立 山 連 峰

カンチェンジュンガ

ユ ン グ フ ラ ウ
(1%6年作)

個 沢 よ り北 穂 高

槍 ケ 岳 初 夏

カンチェンジュンガ

北 穂 高 滝 谷

或 朝 の 槍 ケ 岳

北 穂 高 岳 主 峰

槍   ケ  岳

タンボチェの僧院

シェルパニの親子

墨   絵
エッチング

水   彩

エッチング

石井 鶴三

中村清太郎
シュラギント

ワイト

山里 寿男

山里 寿男

中村清太郎

矢崎千代二

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

清野  恒

清野  恒

室

事務所 (集会室)

図  書  室

事務所 (集会室)

事務所 (談話室)

図  書  室

事務所 (談話室)

上高地山岳研究所

事務所 (集会室)

普通預金

定期預金

普通預金

定期預金

童
日
　
″
　
〃
　
″

中央信託銀行 本   店

三井信託銀行 新宿西日支店

日本信託銀行 本   店

協 和 銀 行 市ケ谷支店

協和銀行市ケ谷支店(図書出版研究基金)

〃   ″  (   〃   )

″   ″ (長期計画準備積立金)

″   〃 (終身会費積立金)

〃   ″ (退職給与積立金)

102,029

27,868

433

8,000,000

330,266

7,000,000

4,195,500

800,000

2,000,000

油

水 彩 -6
油 -10
ノ` ス テ ル

油 -25
油 - 25
油 -25
油 ―P8
水 彩 -4
水 彩 -4

※ 他の絵画,写真 省略

7. フ ィル ム

「マナスルに立つ」 他 62点

8。 刊行物・服飾品棚卸現在高 (単位 :円 )

(負債の部)

1。 長 期 借 入 金  未済残高  ¥10,870,338
ア 借 入 金 中央信託銀行株式会社本店

イ 利  率 年利 8。 16%

ウ 担  保 事務所および図書室の建物と土地を担保として

差し入れる。

工 返済年月 昭和 63年 1月 まで

2。 退職給与引当金        ¥2,000,000
社団法人 日本山岳会 昭和 58年度収支決算額および財産目録を

監査し,正確妥当なことを認めます。

昭和 59年 4月 6日

社団法人 日本山岳会

監事 小 倉 茂 暉

監事 松 田 雄 一

昭和 59年度  予算書 (案 )

自 昭和 59年 4月 1 日

至 昭和 60年 3月 31日

一般会計 収入の部             (単 位 :円 )

基 本 財 産
運 用 収 入

入会金収入

費 収 入

業 収 入

基本財産利息収入

入 会 金 収 入

会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

3。 建物および土地

4。 図   書

5。 什 器 備 品

6。 絵   画

馬

士  山

代 池 の 自

豆  半

の 木

徳本峠から穂高連峰

初 冬 の 両 神 山

中村清太郎

茨木猪之吉

中村清太郎

石井 鶴三

茨木猪之吉

茨木猪之吉

石田 吟松

茨木猪之吉

(単位 :円 )

日本民族資料館

事務所 (談話室)

図 室

００

　

∞

560,

560,

3,000,

3,000,

23,500,

40,000

40

油  A-50
油  A-25
油 変 形 6

墨   絵

油 -10
油 - 10
墨   絵

油 -10

童
日
　
″
　
″
　
″
　
″

岳

麓

樺

猿

島

峠

白

富

田

群

伊

針

3,

3,

23,

23,

500,

5,440, 5,760, △ 320,

25,959,178計

A 事務所および図書室 金  額

場所 東京都千代田区四番町5番 4

オ青造 鉄筋コンクリート造,陸屋根,地下1階付5階建

(事務所)区 分所有建物 1階部分 103.32m2
宅地持分 1,124.“ m2× 339/10,0∞

(図書室)区 分所有建物 1階部分 55。 22m2
宅地持分 1,124.56m2× 339/10,000

72,720,170

B 上高地山岳研究所

場1所  長野県南安曇郡安曇村上高地国有林 114い林小班

本青造 鉄筋コンクリート造 (一部木造)1棟 100.69m2
9,583,808

合 「|ト 82,303,978

摘 要 金  額

刊行物 (山岳,山岳覆刻版等)

服飾品・その他 (ネ クタイ・ペンダント・ ト
レーナー等)

1,220,760

1,395,220

合 計 2,615,980 種 類 摘 要 冊  数

書

書

和

洋

58年度 受入冊数 182冊
″        ″      40 冊

4,940冊

1,930 冊

名
取  得
年 月 日

取得価格
(円 )

所 在

大テープル(2台 セ ット),チ ーク材 750
×1200× 720

ソファーセット,テーク材 レザー張

冷蔵庫 ,日 立 R303T
テ レビ,サ ンコー 20-C501

スクリプ トマテ ィック宛名印刷機 M36

リコピースーパー ドライ SD-105

書庫内移動書架一式 ,コ ンパ ックル

応接セットー式,布張イス,テ ープル
:XLE-30

閲覧用テープル (2台 ),木製

ライテ ィングピューロー,木製

テ レビ,シ ャープ CT-2601(寄贈品)

ビデオカセットレコーダー,シ ャープ
VC7∞0(寄贈品)

フィルム収納キャビネット(ス テール製)

図書カー ド容器 木製 3段

書     棚 木製 2段

48. 7.31

48. 7.31

48. 7.30

48. 7。 30

53. 2。 10

53. 2.27

53. 2.10

53. 8. 2

53. 9.28

54. 6.23

55. 6. 4

55。 12.27

56。  8. 8

56. 9.12

56.12.22

164,200

178,000

148,500

108,000

265,500

158,000

1,500,000

218,000

250,000

280,300

80,000

116,000

254。 000

200,000

500,000

上 高 地
山岳研究所

事 務 所

図 書 室

事 務 所

図 書 室

談 話 室

図 書 室

1談 話 室

合 計 41420.500

勘 定 科 目
予 算 額 前 年 度

予 算 額
増  減

(△ )
大 科 目 中 科 目

種類・号数 作 者 名 掲載,保管場所題    名

(11)
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合    計 45,473,412 45,337,7781 135,634

(第二種郵便物認可)山  468-1984・ 6・ 20

期 繰 越
支 差 額

7,960,

7,960,

8,305,

8,305,

広 告 料 収 入

山 日記印税収入

その他印税収入

受 取 利 息

雑  収  入

1,200,

560, 560,

450,

2,000,

1,400,

∠＼ 150

△ 170

(単位 :円 )

次期繰越収支差額

昭和 58年度事業報告

(58。  4. 1～ 59。  3。  31)

登山の指導と奨励に必要な集会,講習会及び展覧会の開催

行物売上収入

その他事業収入 2,

山研使用料収入 1,230

寄 付 金 収 入

寄付金収入

収 入 1,300, 1,250,

800,

会

日

日

日

日

７

１４

１２

２．

〓^
ヽ
月

月

月

月

鮮

「カナダ山岳情報」  黒川 恵 (本 会)

日本山岳会学生部総会     ( ″ )
「 ドイツ山岳情報」  岡沢祐吉 ( ″ )
「昭和 58年度総会」支部長会議

(私学会館)(本 会)

支部懇談会       (静 岡鉄舟禅寺)

Dr.ゥ ィルソンを囲んで    (本  会)

山菜勉強会          ( ″ )
ウェストン祭         (上 高地)

山菜山行            (守 門岳)

会員懇談会「フィール ドマナーノー ト

について」     中村純二 (本 会)

新旧役員懇談会    (静 岡富士ハイツ)

フィルム映写会「冬のロータン峠」

三田幸夫 (本 会)

ブータントレッキング報告会

黒石 恒 ( ″ )
「今日のヒマラャ」 池田常道 ( ″ )
委員会会議       (神 田YMCA)
懇親山行           (会  津)

スケッチ山行         (穂  高)

第 1回山岳会秘蔵フィルム公開の夕

日下田実 (自 治労会館)

学生部後期総会        (本  会)

学生部現地集会        (小 川山)

ラムジー氏歓迎会        (本  会)

図書交換会          ( ″ )
サ トパント登山報告会 高本信子 (本 会)

元カナダ山岳会副会長ハイン氏歓迎会

( ″ )
第 20回マラソン大会    (皇 居周辺)

秋山山行           (那  須)

会員懇談会「スキーの映画と昔のスキー

四方山話」      各務良幸 (本 会)

青年懇談会丹沢研究会     (寄 小屋)

昭和 581年度年次晩餐会

(ホ テルニュー

支部長会議

支部懇談会

懇親山行           (高 尾山)

スキー山行          (栂  池)

フィルム映写会 スキー映画特集

(本 会)

学生部活動会計報告及び納会  ( ″ )
山岳図書を語る夕       ( ″ )
山岳史懇談会

今西錦司・西堀栄三郎 ( ″ )
講演会「南極裏ばなし」

村山雅美 ( ″ )

5月 21,22日

5月 30日
5月 31日
6月 4,5日
6月 11,12日

6月 15日

一般会計 支出の部

月

月

6月 18,19日

6月 25日

6月 28日

10月 1,2日

10月 8′Ψ10日

10月  13 日

10 月 20
10月 28′-30

11月 6日
11月 11,12日

11月 15日

11月 15,16日

12月 3日

月

日

日

日

日

日

日

２．

２２

２７

２

月

月

月

月

14～ 16月

月

月

月

月

月

月

二
　
〈
バ
〈
〓

タ
一
本

本

ナ
「　
ｒ
、　
／、

(12)

小    計 33,840,000134,070,0001△ 230,000

前 期 繰 越
収 支 差 額

前期繰越収支差額

|
11,633,412111,267

11,633,412111,267

“
　
６５

合    計 45,473,412145,337,7781 135,634

勘 定 科 目
予 算 額 前 年 度

予 算 額
増 減

(△)大 科 目 中 科 目

運営管理費

事 業 費

借入金返済
支   出

予 備 費

出  版

図  書

調 査 研 究

指  導

支 部 関 係

海 外 諸 関 係

山 研 運 営

そ の 他 事 業

印  刷

通 信 運 搬

光 熱 水 料

1給 料 ・ 手 当

1文   具  費

F「   刷  費

旅́ 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

火 災 保 険 料

営  繕  費

諸 税 会 費

光 熱 水 料 費

電  話  料

会  議  費

交  際  費

什 器 備 品 費

振 替 手 数 料

支 部 運 営 費

福 利 厚 生 費

事 務 所 管 理 費

そ の他 管 理 費

雑     費

借入金返済支出

予  備  費

11,470,0田

5,250,000

1(X),000

600,000

1   500。 000

11,000,000

1    70,000

1   200。 000

1   550.000

1   230,000

1   320,000

150,000

150,000

300,000

200,000

650,000

100,000

600,0001

350,0001
|

150,0001

21,731,0001

9,233,000

650,0001

910,00(

1,240,00(

1,000,00(

170,00(

1,678,00C

l,6∞ ,00C

980,00C

3,900,00C

370,00C

3,312,00□

3,312,00C

l,000,000

1,000,000

11,000,00日

5,000,00C

100,0∞

600,000

500,000

1,000,000

70,000

200,000

550,000

220,000

320,000

150,000

150,000

50,000

200,000

650,000

100,000

600,000

350,000

250,000

21,160,000

9,020,000

650,000

650,000

1,270,000

1,000,000

170,000

1,600,000

1,550,000

980,000

3,920,0001

350,0001

3.312.0001

3,312,0001

1.500』 001

1,5∞ ,0001

1   410。 000

1  25000:

0

0

0

0

0

0

10,000

0

0

0

250,000

0

0

0

0

0

△ 100,0∞

571,000

△ 213,000

0

260,000

△  30,000

0

0

78,000

50,000

0

△ .20,000

20,000

0

△ 500.0001

△ 500,0001

小    計 37,513,000 37,032,00□ 481,000
3月 15日
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スライドと討論       (本 会)

5 月 16日 南ア・スーパー林道視察

(南ア・スーパー林道)

5 月 29日 富士山大沢崩れ視察     (富 士山)

8月 25～ 27日  白神山地ブナ原生林

「青秋林道」予定地視察 (青森 0秋田県)

8月 27,28日 立山自然保護全国集会

10月 2～ 6日 屋久島視察山行       (屋 久島)

10月 22,23日 奥鬼怒視察山行

11月 19日  自然保護のための学習会

「森林生態と土壌について」 (本 会)

12月 20日 講演会「山の樹木について」

中田銀佐久 ( ″ )
2月 28日 講演会「野鳥の話」 中坪礼治 ( ″ )
3 月 27日 自然保護のための学習会

「エントロピーと自然保護」 ( ″ )
5。 海外登山の企画および海外との交流

日本山岳会ボゴダ峰登山隊による中国ボゴダ峰登頂

(7月 ～ 9月 )

日本山岳会カンチェンジュンガ峰登山隊によるインド・カン

チェンジュンガ峰登山計画

青年懇談会による韓国ORM山岳会との交流登山 (9月 )

6。 機関誌などの刊行

「山岳」第 78号発行

会報「山」第 453～464号発行

「山日記」昭和 59年版編集
7。 目的を同じくする外国山岳会等との情報交換

∞ 力国 60の団体と情報交換

日中合同登山推進のための中国体協関係者と情報交換

昭和 59年度 事業計画 (案)

1。 登山の指導奨励に必要な集会,研究会,講習会,展覧会等の

開催

0集   会

・小集会 (報告会,講習会,シ ンポジューム)

本会,その他 20回
・ ウェストン祭         上高地 6月 2日 ～ 3日

・山岳図書交換会             本会 10月
。年次晩餐会     ホテルニューオータニ 12月 1日

・山岳図書を語るタベ            本会 2月
・山岳史懇談会               ″  3月
・来日外国登山家との交歓         本会,その他

・フィルム映写会       本会 6月 ;7月 ,11月
・新入会員オリエンテーション        ″  3月

0 研 究 会
0登山医学研究会         駿河台日大病院 6月
・高所登山研究会             本会,その他

・ シンポジウム「ヒマラヤの自然と住民,登山者」 11月
・山の科学に関する研究会             本会

|→ 展 覧 会

・この一本展 (山岳稀観本)        本会 2月
0 講 演 会

・登山,山岳の科学研究に関する講演会

本会 4月 ,6月 , 1月
。「中国登山医学の研究と歴史」講演会       6月
0内外登山家による講演会,映画会     本会,その他

2。 登山施設の改善,その他登山のための適切な事業

・上高地山岳研究所開所          4月 ～10月

・山に関する貴重なフィルム,ス ライド,テ ープ等の複製,

収集を行う。

3月 14日  第 10回新入会員のためのオリエン

テーション          (本 会)

(2)研 究 会

4 月 8 日 講演会「山岳気象について」

Dr.Barry 吉野正俊 (本 会)

5月 28,29日 第 3回登山医学研究会     (松  本)

6 月 24日 講演会「人への落雷と安全対策」

北川信一郎 (本 会)

6 月 30日 遭難救助研究会    松永敏郎 ( ″ )
7 月 3 日 遭難救助研究会実技      (奥 多摩)

7月 16～18日 八幡平高山植物探索山行    (八 幡平)

10月 15日  山と登山の科学文献検討会

(青山学院大学)

10月 24日  ヒマラヤの気象予報  宮内俊一 (本 会)

10月 29日 雪と氷のシンポジウム「寒冷地の雪と

暖候地の雪」

井上治郎 他 7名 (渋谷勤労福社会館)

10月 ～ 2月 婦人懇談会高所登山セミナー

黒石 恒 堀井昌子 他 (本 会)

11月 25日 講演会「接峰面の研究と登山の想い出」

岡山俊雄 (本 会)

12月 22日 高所遭難対策委員会      ( ″ )
1 月 23日 最近の高所登山について    ( ″ )
2月 4 日 シンポジウム「ネパールヒマラヤ地域の

荒廃をどう防ぐか」  日本ネパール協会・

日本山岳会共催 (国際文化会館)

2 月 17日  講演会「山スキーの科学」

青柳裕樹 他 4名 (本 会)

(3)講 習 会

10月 1,2日 岩登技術講習会        (小 川山)

12月 10,11日  山岳写真技術講習会  白旗史朗 (精進湖)

(4)展 覧 会

2 月 25日  この一本展          (本  会)

(5)全国にある 19支部ではそれぞれ集会,研究会,講演会 ,

山行 (海外登山も含む)等が活発に行われた.

7月 2～ 4日 北海道支部 15周年記念山行

(羅臼岳)(北海道支部)

5月 28,29日  日本山岳会東北地区親睦山行

(金華山)(宮城支部)

11月 12,13日  第 26回紅葉会

(富士御庭下り)(静岡支部)

2。 登山施設の改善その他登山のための適切な事業

上高地山岳研究所を5月 ～11月 まで開所

山と登山の科学文献目録の作成

登山に関するフィルム,ス ライド類の充実と目録作成

集会,青年懇談会,婦人懇談会, 高所登山, 図書, 自然保

護,海外,科学研究の各委員会による研究会開催

会員を対象とした登山に対する意識調査

3。 山岳遭難の予防とその対策に関する企画及び指導

各大学山岳部による夏山診療所開設    (7月 ～8月 )

(槍ケ岳,五色沼,唐松,三俣山荘,自馬岳,合戦小屋 ,

立山,尾瀬)

大学山岳部アンケー ト調査

学生指導者会議開催     11月 27日 (番町共済会館)

4. 自然保護活動の推進

環境庁との連携を密にし国立公園における山岳地の自然保護

地への協力

日高縦貫道路の反対活動

青秋林道建設計画中止の要望書提出

フィール ドマナーノー トの作成配布

4 月 15日  「白神山地と屋久島の自然保護」

(13)
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